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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
つ
き
ま

し
て
は
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
現
在
は
、
長
期
的
な
少
子
高

齢
化
の
進
展
と
世
界
的
な
経
済
危
機

に
よ
る
社
会
的
混
乱
、
環
境
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
課
題
を
抱
え

な
が
ら
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
て
お

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
十

分
認
識
し
、
こ
れ
ら
に
積
極
的
か
つ

的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業
関
係

費
の
大
幅
な
削
減
や
地
方
の
自
主
財

源
の
充
実
、
強
化
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
地
域
主
権
の
確
立
を
求

め
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

国
県
の
動
き
に
十
分
留
意
し
な
が
ら

市
政
を
運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
十
八
年

度
を
初
年
度
と
し
た
第
一
次
総
合
計

画
を
策
定
し
て
お
り
「
地
理
的
特
性

と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し

た
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都

市
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
社
会
情
勢
や
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
、
ま

た
市
民
の
行
政
運
営
へ
の
参
画
意
識

の
高
ま
り
と
と
も
に
、
市
民
意
識
や

市
民
ニ
ー
ズ
も
高
度
化
、
多
様
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
平
成
二
十
二
年
度
は
、
第
一

次
総
合
計
画
の
折
り
返
し
と
な
る
こ

と
か
ら
前
期
五
年
間
の
検
証
を
行

い
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
行
政
課
題

に
対
応
す
る
た
め
後
期
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
五
周
年
を
迎

え
、
新
た
に
市
民
歌
を
制
定
し
記
念

式
典
を
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
地
区
公
民
館
と
西
酒
造

株
式
会
社
、
市
の
協
働
に
よ
る
市
制

五
周
年
を
記
念
し
た
地
区
公
民
館
花

火
事
業
も
各
地
区
で
盛
大
に
行
わ

れ
、
大
き
な
感
動
と
地
域
へ
の
愛
着

を
深
め
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
地
区
館

を
拠
点
に
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
現
下
の
き
わ
め
て
厳
し
い

地
方
財
政
状
況
の
下
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
行
財
政
改
革
に
引
き
続

き
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
一
つ
一
つ

の
課
題
を
解
決
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健

康
で
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち（
１
日
）

▼
市
成
人
式（
３
日
）▼
こ
け
け
特
産

品
販
売
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

（
５
日
）▼
市
消
防
出
初
式（
１０
日
）▼

市
農
業
担
い
手
フ
ォ
ー
ラ
ム（
２０
日
）

▼
第
５７
回
南
九
州
美
術
展
審
査
会

（
２６
日
）

市
生
涯
学
習
大
会（
６
日
）▼
市
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
大
会（
７
日
）▼

第
５７
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
日
置
市
通
過（
２１
日
）

▼
第
２
回
市
い
ち
ご
品
評
会（
２３
日
）

稲
荷
神
社
お
田
植
え
祭（
３
日
）▼
伊

集
院
北
保
育
所
閉
所
式（
１３
日
）▼

た
じ
ま
ど
ん（
１４
日
）▼
吹
上
温
泉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会（
１９
日
）▼
船
こ

ぎ
祭
り（
２０
日
）▼
も
ち
ひ
っ
ぱ
れ（
２１

日
）▼
日
置
市
診
療
所
開
所
式（
２４
日
）

地
域
づ
く
り
課
と
特
別
滞
納
整
理
課

が
ス
タ
ー
ト（
１
日
）▼
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
出
発
式（
６
日
）▼
吹
上

青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
１１
日
）▼
湯

之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り（
１１
日
）

第
１８
回
ふ
る
さ
と
港
祭
り（
３
日
）▼

荻
・
伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り（
４
日
）

▼
チ
ェ
ス
ト
館
来
館
者
３
０
０
万

人
突
破（
１５
日
）▼
日
置
南
部
広
域
農

道
開
通（
１８
日
）▼
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ

ト
ロ
ー
ル
開
始
式（
２１
日
）▼
市
制
五

周
年
記
念
式
典（
２２
日
）

吹
上
漁
協
直
売
所
オ
ー
プ
ン（
６
日
）

▼
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会（
１２
日
）▼
江
口
蓬
莱
館
来

館
者
３
０
０
万
人
突
破（
１９
日
）▼

第
２
回
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
大

会（
２６
日
）

２３ 年
あいさつ 日置市長　宮路　高光

１
月

４
月

５
月

６
月

２
月

３
月

▲稲荷神社お田植え祭

▲市制５周年記念式典

平
成
２２
年　

市
の
主
な
出
来
事
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
の
国
内
情
勢
を
み
ま
す

と
、
国
政
に
お
い
て
は
、
中
央
集
権

か
ら
地
方
主
権
へ
の
移
行
や
政
策
決

定
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
な
ど
、
大

き
く
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
経
済

情
勢
に
お
い
て
は
、
世
界
的
な
景
気

後
退
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
国
内
で

は
急
速
な
円
高
や
株
価
の
下
落
、
ま

た
デ
フ
レ
の
進
行
に
よ
り
景
気
が
低

迷
し
、
雇
用
情
勢
も
悪
化
す
る
な
ど

依
然
と
し
て
混
と
ん
と
し
て
お
り
、

先
行
き
の
不
透
明
感
が
払
拭（
ふ
っ

し
ょ
く
）で
き
な
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
一
触
即
発
の
朝
鮮
半

島
、
漁
船
衝
突
事
件
で
緊
張
が
高
ま

る
中
国
外
交
問
題
と
、
ま
さ
に
国
内

外
に
お
い
て
難
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
・
経
済
・
国
際

情
勢
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
日
置
市
誕
生
五
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
発
展

へ
向
け
て
船
出
し
ま
し
た
。

　

今
日
、
地
方
政
治
を
取
り
巻
く
環

境
は
ま
す
ま
す
多
難
な
時
代
を
迎

え
、
そ
の
舵
取
り
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
「
第
一
次
日
置
市
総
合
計
画
」
の

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
市
が
目
指
す
「
地
理
的
特
性
と

歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し
た

ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都
市

づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
よ
り
戦

略
的
に
事
業
を
選
択
し
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
諸
施
策
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
最
善
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
時
代
を

見
据
え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
お
き

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
求
め
る

効
率
の
よ
い
行
政
を
念
頭
に
、
市
当

局
と
互
い
の
知
恵
を
出
し
合
い
「
市

民
参
加
」
の
市
政
運
営
に
向
け
て
、

議
会
の
立
場
か
ら
努
力
を
重
ね
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
地
方
主
体
の
時
代
を

迎
え
る
中
で
、
私
ど
も
地
方
議
会
の

果
た
す
役
割
は
、
よ
り
一
層
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
も
と
、
市
政
の
一

翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
り
、
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
改

革
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
も
市
議
会
に
対
し
、

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦（
１０
・
１７
日
）

▼
市
内
小
学
校
水
泳
記
録
会（
２２
・
２３

日
）

日
置
支
部
消
防
操
法
大
会（
１
日
）▼

皆
田
太
鼓
踊
り
奉
納（
８
日
）▼
北
山

の
火
振
り（
１５
日
）▼
吉
利
中
区
太
鼓

踊
り
奉
納（
２１
日
）▼
伊
作
太
鼓
踊
奉

納（
２８
日
）▼
日
置
諏
訪
太
鼓
踊
り
奉

納（
２９
日
）▼
日
置
八
幡
太
鼓
踊
り
奉

納（
２９
日
）▼
日
置
市
総
合
防
災
訓
練

（
２９
日
）

湯
之
元
温
泉
と
う
ろ
う
祭
り（
４
日
）

▼
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会（
１２

日
）▼
敬
老
訪
問（
１５
日
）▼
吹
上
青

松
弓
道
大
会（
２３
日
）

▼
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
江
口
浜

（
３
日
）▼
第
８
回
山
神
の
響
炎（
１０

日
）▼
妙
音
十
二
楽
演
奏
会（
１２
日
）

▼
日
吉
秋
祭
り
花
火
大
会（
１６
日
）▼

妙
円
寺
詣
り
大
行
進（
１６
日
）▼
吹
上

秋
祭
り
２
０
１
０（
１７
日
）▼
日
吉
豊

年
相
撲
大
会（
１７
日
）▼
市
小
学
校
陸

上
記
録
会（
１９
日
）▼
姶
良
市
と
の
姉

妹
都
市
盟
約
締
結
式（
２３
日
）▼
妙
円

寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ（
２３
・
２４
日
）▼
妙

円
寺
詣
り
行
事
大
会（
２３
・
２４
日
）▼

第
２５
回
美
山
窯
元
祭
り（
３０
～
１１
／

３
日
）

第
１５
回
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
大

会
in
日
置
市（
２
・
３
日
）▼
日
置
市

芸
術
祭（
１４
日
）▼
第
１８
回
深
固
院
祭

り（
２１
日
）▼
伊
作
流
鏑
馬
奉
納（
２３

日
）▼
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り（
２８

日
）▼
妙
見
神
社
相
撲
大
会（
２８
日
）

第
１６
回
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
１１
・
１２
日
）▼
第
２８
回
い

じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会（
１２
日
）

平成
新 年 の日置市議会議長　成田　浩

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

▲皆田太鼓踊り奉納

▲第 １５ 回全国茶サミット鹿児島大会 in 日置市
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日
置
市
成
人
式
が
一
月
三
日
、
伊

集
院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、会
場
は
、

振
り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
で
、
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
新
成
人
を
迎
え
た
の
は

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

五
百
四
十
六
人
。

　

式
典
は
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振

興
会
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
で
幕
が
開

き
、
勇
壮
で
力
強
い
太
鼓
の
音
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
法
律
的

に
も
選
挙
権
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
が
付
与
さ
れ
る
一
方
で
、
社

会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
や
国
の
発

展
の
た
め
に
貢
献
し
、
日
本
の
未
来

を
担
う
と
い
う
重
い
責
任
が
伴
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
自

ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
り
行
動
す
る

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た

友
人
や
地
域
の
方
な
ど
多
く
の
人
と

の
結
び
つ
き
を
大
事
に
し
、
人
間
的

に
さ
ら
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
皆

さ
ん
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
両
親
へ
の

感
謝
と
、
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
夢
の
実

現
と
日
置
市
の
未
来
の
た
め
、
活
躍

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
激

励
。市
議
会
や
各
種
団
体
の
代
表
者
、

恩
師
、
保
護
者
ら
も
新
成
人
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
こ
た
え
て
、
各
地
域
か
ら

選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
の
宮
内
貴
成

さ
ん
、
上
元
沙
弥
さ
ん
、
奥
智
香
子

さ
ん
、
山
口
洋
平
さ
ん
が
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。（
要
旨
別
掲
）

　

ま
た
副
実
行
委
員
長
の
久
木
崎
雅

さ
ん
（
伊
集
院
）
が
「
日
置
市
と
い

う
素
晴
ら
し
い
こ
の
地
で
育
ち
、
仲

間
と
出
会
い
、
友
情
を
は
ぐ
く
み
、

助
け
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
き
ま

し
た
。
こ
の
仲
間
と
の
出
会
い
が
人

生
に
お
い
て
、
自
分
を
大
き
く
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
は
二 

十
年
間
一
人
で
生
き
て
き
た
わ
け
で

は
な
く
、
両
親
や
先
生
、
仲
間
た
ち
、

地
域
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
日
置
市
と
い
う
故

郷
を
忘
れ
ず
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
、決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

決
意
新
た
に
節
目
を
祝
う

５４６
人
が
新
成
人
に

東市来地域実行委員

宮内　貴成さん

　わたしも、多くの同級生と同じく自分の
将来を見据える中で、時に自分を見失うこ
ともあります。まだまだ未熟だからこそ「自
分自身はまだいろいろなことにチャレンジ
できる」という気持ちを大切に、また地域
や社会に貢献できる大人になるために、こ
れからも積極的にさまざまな環境の中で、
自分自身を磨いていきたいと思います。

伊集院地域実行委員

上元　沙弥さん

　２０ 歳を迎え、本当の意味での「賢い人と
は？」とあらためて考える機会を得ること
ができました。また今までたくさんの人と
の出会いの中で、価値観や考え方の違う多
くの友人ができました。「出会い」は、人生
の中でとても大事な出来事だと思います。
これからも、たくさんの人と出会い、付き合
い、自分の人間力を高めていきたいと思い
ます。

新
成
人
の
抱
負



2011.15

　各地域の新成人者から選出され
た成人式実行委員会のメンバー

（実行委員長川窪大紀さん（日吉
地域））。
　メンバーは、打ち合わせ会を開
き、式典の役割分担や記念品選定
などを話し合い、地域ごとに記念
植樹などを行いました。またリ
ハーサルでは一つ一つの流れを確
認し、晴れの舞台を成功させよう
と一生懸命取り組んできました。

日吉地域実行委員

奥　智香子さん

　わたしは、４月から高校時代からの夢で
あった保育士として、第一歩を踏み出しま
す。子どもたちの未来を守り、はぐくむとい
う重要な責任を自覚し、精一杯頑張ります。
大人としての自分はまだまだスタートした
ばかりで、可能性は限りなくあります。これ
から先の未来を有意義なものにしていくた
め、一日一日を大切に、一路まい進していき
ます。

吹上地域実行委員

山口　洋平さん

　成人という節目を迎え、わたしは何を感
じ、どう行動しなければならないかを考え
る良い機会となりました。まだまだ未熟な
部分が多々ありますが、大切なことは、今の
自分にできることを考え、実践に移すこと。
また自分を支えてくれた周りの人に感謝し
つつ、大人としての自覚を持ち責任のある
行動をとれるように心掛けていきたいと思
います。

▲謝辞を述べる久木崎雅さん

▲記念植樹（伊集院地域）

平成 ２３ 年新成人
地　域 男　性 女　性 合　計

東市来  ４４人  ６１人 １０５人

伊集院 １０２人 １３３人 ２３５人

日　吉  １７人  ２３人  ４０人

吹　上 １１７人  ４９人 １６６人

日置市 ２８０人 ２６６人 ５４６人

（住民基本台帳登録者数）（吹上は農大を含む）

成
人
式
を
支
え
た
２２
人
の
実
行
委
員
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湯田地区が連覇達成！圧倒的強さを見せる� １１/１４第５回東市来地域駅伝東市来総合運動公園および遠見番山麓周回コース

徳重東西Ａが初優勝！妙円寺Ａチームとの接戦を制す�１１/２１第56 回伊集院地域駅伝伊集院総合運動公園周回コース

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区
順位 地区名 所要時間

１,０２０ｍ １,０２０ｍ １,5００ｍ ２,6００ｍ 7３０ｍ 89０ｍ 57０ｍ １,０２０ｍ １,5００ｍ ２,6００ｍ 7３０ｍ 89０ｍ １,０２０ｍ 57０ｍ

湯 田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 湯 田 0:56:49

上 市 来 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 2 鶴 丸 0:59:16

美 山 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 3 伊 作 田 1:04:43

鶴 丸 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 4 美 山 1:05:35

伊 作 田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 5 上 市 来 1:06:44

区 間 賞

岡
村
海
青（
湯
田
）

立
和
名
直
耶（
上
市
来
）

岡
村
優
那 

（
湯　

田
）

松
野
下
髙
広 

（
鶴　

丸
）

今
田
尚
輝 

（
湯　

田
）

小
園
勇
作 

（
湯　

田
）

坂
元　

薫 
（
湯　

田
）

冨
迫
瑞
紀 

（
鶴　

丸
）

久
保
那
奈 

（
湯　

田
）

大
庭
真
季 

（
湯　

田
）

下
池　

正 

（
湯　

田
）

奥
薗
泰
雅 

（
鶴　

丸
）

本
石
靖
卓 

（
鶴　

丸
）

満
園
奈
津
美 

（
湯　

田
）

柳　

正
満（
鶴
丸
） 

中
村　

治（
美
山
）

※赤字は区間新記録 
　皆田地区は欠場

３分２６秒 ３分４１秒 ５分１４秒 ８分０６秒 ２分１３秒 ３分３４秒 １分５６秒 ３分３４秒 ５分２５秒 ７分３３秒 ２分３２秒 ３分３４秒 ３分２２秒 １分４５秒

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区
順位 地区名 所要時間

距離 ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ ２,４6０ｍ

徳重東西Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 徳重東西Ａ 1:15:58
妙円寺Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 2 妙円寺Ａ 1:17:17
麓 東 西 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 3 麓 東 西 1:19:10
朝日ヶ丘 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 4 郡 1:21:07
徳重東西Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 5 妙円寺Ｂ 1:24:12

郡 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 6 朝日ヶ丘 1:26:13
妙円寺Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 7 徳重東西Ｂ 1:26:40
飯 牟 礼 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 8 飯 牟 礼 1:27:12

区 間 賞

德
重
祐
児 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

大
津
亜
祐
実 

（
妙
円
寺
Ｂ
）

山
内
勇
人 

（
麓
東
西
）

井
上
愛
菜 

（
妙
円
寺
Ａ
）

宮
下
知
也 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

中
渡
瀬
裕
樹 

（
妙
円
寺
Ａ
）

早
瀬
道
正 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

尾
堂
功
浩 

（
麓
東
西
）

糸
井
晃
貴 

（
徳
重
東
西
）

谷
村
俊
逸 

（
麓
東
西
）

二
石
航
歩 

（
妙
円
寺
Ｂ
）

山
口
信
一
郎 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

※赤字は区間新記録

７分２３秒 ３分２３秒 ８分０３秒 ３分２５秒 ８分０６秒 ２分５２秒 ８分２９秒 ３分１８秒 ８分５８秒 ３分１７秒 ８分３２秒 ８分５４秒

▲湯田地区が圧倒的な強さでゴール

▲８チームが優勝目指してスタート

▲必死に追い上げる鶴丸

▲タスキをつなぐ郡チーム

▲５チームが勢いよくスタート

▲見事初優勝を飾った徳重東西チーム
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住吉体育協会Aチームが５年ぶりに念願の優勝 !!� １１/２8第42 回日吉地域駅伝日吉地域一周

花田Ａのリベンジ阻止！伊作Ａが２連覇達成！�１１/１４第48 回吹上地域駅伝南回りコース

スタート １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区 １5区

順位 地区名 所要時間日吉総合�
体育館

今村�
商会前

建設課�
詰所前

旧江口
漁協日吉
支所前

老人福祉�
センター�
入口

日吉�
支所前

天司集落�
踏切跡

池上�
片野坂�
畳前

永吉坊野�
三叉路
手前

扇尾小
前

草見�
公民館前

笠ヶ野�
山之口�
バス停前

上日置�
バス停前

住吉�
五丁田橋

中牟礼�
小正酒店�
十字路

日吉�
総合
体育館

距離 １,5００ｍ 8００ｍ ２,２００ｍ 7００ｍ 8００ｍ １,１００ｍ ２,３００ｍ ３,０００ｍ ３,２００ｍ ２,１００ｍ 8００ｍ １,9００ｍ １,４００ｍ １,8００ｍ １,１００ｍ
住 吉 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 住 吉 Ａ 1:27:50
川 西 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 2 吉 利 Ａ 1:29:46
住 吉 Ｂ                          ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 3 川 東 1:29:59
吉 利 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 4 川 西 Ａ 1:33:57
川 東 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 5 日 新 1:36:05
日 新 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 6 住 吉 Ｂ 1:38:00
吉 利 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 7 吉 利 B 1:39:17
扇 尾 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 8 扇 尾 1:46:04
吉 利 C ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 9 吉 利 C 1:50:28
川 西 Ｂ 

（オープン参加） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 10 川 西 Ｂ 
（オープン参加） 1:40:32

区 間 賞

藤
田
大
樹 

（
住
吉
Ａ
）

平
川
嵩
士 

（
日　

新
）

鍋
谷
憲
作 

（
吉
利
Ａ
）

大
西
洸
太
朗 

（
日　

新
）

森
永
裕
希
乃 

（
吉
利
Ａ
）

諏
訪
原
鈴
華 

（
吉
利
Ａ
）

日
髙　

翔 

（
住
吉
Ａ
）

松
元
雅
樹 

（
川　

東
）

藤
田
雄
大 

（
住
吉
Ａ
）

鍋
谷
真
吾 

（
吉
利
Ａ
）

前
岡
麻
樹 

（
住
吉
Ａ
）

岡
村
浩
希 

（
住
吉
Ａ
）

松
元
唯
依 

（
川　

東
）

岡
村
斗
志
希 

（
住
吉
Ａ
）

下
原
康
德 

（
日　

新
）

※赤字は区間新記録
　青字は区間タイ記録
※３区と４区は第４０ 回から
　区間変更

５分００秒 ２分３４秒 ７分３５秒 ２分２８秒 ２分３７秒 ３分３７秒 ９分０２秒 １０分０３秒 １１分１５秒 ８分１２秒 ２分２８秒 ５分５４秒 ４分４８秒 ５分４０秒 ４分０１秒

スタート １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区

順位 地区名 所要時間ふじの里 田之尻�
三叉路 今木場 錫山�

入口
平鹿倉�
公民館前 北平 助代 春尾橋 平鹿倉 苙岡

公園前
宮内勝義�
宅前

吹上�
支所前

距離 １,０００ｍ １,8００ｍ １,8００ｍ １,４００ｍ １,8００ｍ １,5００ｍ １,9００ｍ １,9００ｍ 8００ｍ １,8００ｍ ２,４００ｍ
吹 上 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １ 伊 作 Ａ 0:59:53
伊 作 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ２ 花 田 Ａ 1:00:15
伊 作 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ３ 吹 上 Ａ 1:01:54
永　 吉 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ４ 永　 吉 1:03:43
伊 作 C ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ５ 和 田 Ａ 1:03:59
和 田 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ６ 伊 作 Ｂ 1:05:10
花 田 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ７ 花 田 Ｂ 1:10:56
花 田 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ８ 伊 作 C 1:11:18
吹 上 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ９ 和 田 Ｂ 1:11:40
和 田 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １０ 吹 上 Ｂ 1:13:29
花 田 C ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １１ 花 田 C 1:19:15

区 間 賞

久
保
磨
緒 

（
吹
上
Ａ
）

野
㔟
勇
作 

（
花
田
Ａ
）

高
良
昴
宏 

（
花
田
Ａ
）

山
﨑
華
香 

（
伊
作
Ａ
）

児
玉
佑
太 

（
伊
作
Ｃ
）

樽
野
莉
奈 

（
伊
作
Ａ
）

首
藤
有
弥 

（
永　

吉
）

宮
本　

剛 

（
吹
上
Ａ
）

岡
元
秀
佳 

（
花
田
Ａ
）

久
保
隆
一 

（
吹
上
Ａ
）

右
田
竜
士 

（
花
田
Ａ
）

Ａクラス優勝　伊作Ａ
Ｂクラス優勝　永　吉
Cクラス優勝　伊作C
※赤字は区間新記録

３分５８秒 ６分１３秒 ５分１９秒 ４分２７秒 ４分５１秒 ４分３０秒 ５分５６秒 ６分３８秒 ３分１５秒 ５分４０秒 ６分５６秒

▲ １０ チームが一斉にスタート

▲１区の小学生が一斉にスタート

▲熱い声援を受け、力走する選手

▲力は出し切った…ダレた…▲後は頼んで…

▲１位でゴールする吉利Ａチーム

▲接戦を制した伊作Ａチーム
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市
県
民
税
や
国
保
税
な
ど
の

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

市
県
民
税
の
申
告
相
談
を
二
月

八
日
（
火
）
か
ら
三
月
四
日
（
金
）

ま
で
、
別
表
の
日
程
で
各
公
民

館
等
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。

次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
期
間
中
に
申
告
で
き
な

い
人
は
三
月
七
日
（
月
）
か
ら

三
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
に
本

庁
ま
た
は
各
支
所
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
告
が
必
要
な
人

・
給
与
、
公
的
年
金
以
外
に
営
業
や

農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ

る
人

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
や
年
末
調
整
を
さ
れ
て

い
な
い
人

・
所
得
の
な
い
人
で
、
ど
な
た
の
扶

養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
人

・
ほ
か
に
住
所
の
あ
る
人
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
る
人

・
遺
族
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

○
申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し

た
人

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

・
年
金
収
入
の
み
の
人
で
収
入
が
、

百
四
十
八
万
円
以
下
の
人
（
た
だ

し
、
六
十
五
才
以
上
の
人
）

○
申
告
に
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
所
得
額
算
出
に
必
要
な
資
料

　

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
）、

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収

入
額
や
販
売
額
お
よ
び
必
要
経
費

な
ど
収
支
が
わ
か
る
帳
簿
や
領
収

書
な
ど
（
農
業
所
得
に
つ
い
て
も

収
支
計
算
が
原
則
で
す
）

・
控
除
額
算
出
に
必
要
な
資
料

　

生
命
保
険
料
、
共
済
掛
金
な
ど
の

支
払
証
明
書
、
社
会
保
険
料
の
領

収
書
ま
た
は
支
払
額
が
わ
か
る
書

類
、
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
障
害
者
手
帳
等
の
証
明
と

な
る
も
の
。

㊟　

医
療
費
控
除
用
の
領
収
書
や
営

業
・
農
業
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

で
、
帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た

り
、整
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

ほ
か
の
来
場
者
に
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
の
で
必
ず
整
理
し
て
か
ら
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
申
告
期
間
中
は
、
職
員
が

申
告
会
場
に
出
向
く
た
め
、本
庁
・

各
支
所
で
は
収
入
の
な
い
人
や
ご

自
分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
た
人

の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

税
務
課
か
ら

　

税
の
申
告
に
つ
い
て

対象地域 日　　 程 場　 　所

日 吉 地 域 １/２６（水） 日吉中央公民館1 階会議室

伊集院地域 １/２７（木）～１/２８（金）日置市中央公民館中ホール

東市来地域 １/３１（月）～２/１（火）東市来保健センター

吹 上 地 域 ２/２（水）～２/３（木）伊作地区公民館

＊相談時間は午前９時～ １２ 時、午後１時～午後４時です。
＊ 各会場とも大変混雑しますので、時間には余裕を持っておい

でください。

所得税の確定申告は税務署へ

【お問い合わせ先】
◇所得税等国税関係　　伊集院税務署    ２７３-２５４１
◇市県民税関係
　日置市役所　本　　庁　２７３-２１１１　東市来支所　２７４-２１１１
　　　　　　　日吉支所　２９２-２１１１　吹 上 支 所　２９６-２１１１【お問い合わせ先】本庁 特別滞納整理課 ℡ ２７３－２１１１

　平成 ２２ 年分の確定申告が２月 １６ 日（水）から税務署
で始まります。申告期限は３月 １５ 日（火）までですが、
期限間近になると大変混雑しますので、余裕を持って早
目に申告してください。
　なお還付申告は２月 １６ 日（水）以前でも提出できま
すので早目に申告してください。

年金受給者の確定申告書記載相談のご案内
　公的年金のみの収入の人で確定申告が必要な人および
還付を受けられる人を対象に、昨年に引き続き、下表の
とおり相談会場を設けますので、必要書類をご持参のう
え最寄りの会場で申告してください。
　なお地区割については班回覧などでお知らせします。

～最近こんな声が聞こえてきます～

Ｑ１: 借金があるから税金が払えません！
Ａ　:�法律によって、税金はすべての債務（借

金など）に優先すると定めてあります。
個人の債務より税金が優先されます。
再三のお願いにも応じていただけない
場合、差し押さえの対象となります。

Ｑ２:�個人の財産を勝手に調べて差し押え
られた！

Ａ　:�税金を滞納されますと、法律に基づき、
すべての財産に対する調査権限が発生
します。この権限により、調査を受け
た金融機関などの関係機関は、協力し
なければなりません。

Ｑ３:�徴収担当職員が強制的に自宅に踏み
込んできた！（家宅捜索）

Ａ　:�財産調査などにより、滞納者の財産
が発見できない場合など、滞納者の意
思に関係なく強制的に踏み込み、差し
押さえるべき財産を捜すものです。

特別滞納整理課質問箱

県・市町村合同公売会を開催
開催日　平成２３年２月２日（水）
　　　　８時 ５０ 分
場　所　県庁講堂（行政庁舎２階）
内　容　捜索などで差し押さえた動産を、
　　　　県および市町村で公売

月  日 曜日
午前 午後

月  日 曜日
午前 午後

地域 場  所 
（時　間） 地域 場  所 

（時　間） 地域 場  所 
（時　間） 地域 場  所 

（時　間）

日　
　

吉　
　

地　
　

域

2 月8 日 火

ニ潟・山田 山田公民館 
（9:00 ～11:00）

草見・笠ヶ野
毘沙門

笠ヶ野公民館 
（13:30 ～15:30）

東　

市　

来　

地　

域

2 月21 日 月

高山（桑木野） 桑木野公民館 
（9:00 ～10:00）

高山
（高塚東･ 高塚西）

高塚公民館 
（13:30 ～16:00）日新 日新公民館 

（9:00 ～11:00） 草原 草原公民館 
（13:30 ～15:30）

高山（尾木場） 尾木場公民館 
（10:15 ～11:00）

高山（郷戸） 郷戸公民館 
 （9:00 ～10:00）

2 月9 日 水

諏訪 諏訪公民館 
（9:00 ～11:00） 柿之谷・八幡 八幡公民館 

（13:30 ～15:30）

高山（野下） 野下公民館 
（10:20 ～11:30）

上伊作田 
元伊作田 
中伊作田

中伊作田公民館 
 （9:00 ～11:00）

江口 漁村センター 
（13:30 ～14:30）

熊野・西郷
日吉中央公民館 
（1 階会議室） 

（9:00 ～11:00）
日置麓・帆之港

日吉中央公民館 
（1 階会議室） 

（13:30 ～15:30）

川北･ 平迫比良 漁村センター 
（14:30 ～16:00）

中央 湯田地区公民館 
（9:00 ～11:30）      元湯 湯田地区公民館 

（13:30 ～16:00）

2 月10 日 木

中区 中区公民館 
（9:00 ～11:00） 南区 南区公民館 

（13:30 ～15:30）

2 月22 日 火

赤崎 赤崎公民館 
（9:00 ～11:00） 柿之迫 柿之迫公民館 

（13:30 ～15:30）

鑪口・永山 永山公民館 
（9:00 ～11:00）

南神之川 南神之川公民館 
（13:30 ～14:45）

北区 北区公民館 
（9:00 ～11:00） 扇尾 扇尾小学校 

（14:00 ～16:00）

神之川 神之川公民館 
（15:00 ～16:30）

駅前 湯田地区公民館 
（9:00 ～11:30） 田之湯 湯田地区公民館 

（13:30 ～16:00）

吹　
　

上　
　

地　
　

域　
　

2 月14 日 月

坂元
伊作地区公民館 

（9:00 ～11:30）

上中之里 伊作地区公民館 
 

（13:30 ～16:00）

2 月23 日 水

古市・城之町上
城之町

鶴丸地区公民館 
（9:00 ～11:00）

麓下・麓上
杉之迫

鶴丸地区公民館 
（13:30 ～16:00）

東本町・西本町 下中之里

緑ケ丘・窪田
伊作地区公民館 

（9:00 ～11:30）

ふもと・多宝寺
小牧

伊作地区公民館 
（13:30 ～16:00） 美山（宮田） 宮田公民館 

（9:00 ～10:00） 美山
（美山上・美山下）

美山公民館 
（13:30 ～16:00）

宮坂・南宮内 東宮内・西宮内
伊作地区公民館 

（13:30 ～16:00）

牧之角 牧之角公民館 
（10:15 ～11:00）

亀原・花熟里 花熟里自治公民館 
（9:00 ～11:30） 中津 堀内・向湯田 湯田地区公民館 

（9:00 ～11:30） 上野東･ 上野西 上野西公民館 
 （13:30～15:30）

2 月15 日 火

湯之元
（北湯之元） 

南湯之元
南湯之元公民館 

（9:00 ～11:30）
小野浜・小野馬

場・小野
小野馬場 

自治公民館 
（13:30 ～16:00）

2 月24 日 木

鉾之原 鉾之原公民館 
（9:00 ～10:00）

荻 荻公民館 
（13:30 ～16:00）

立和名 立和名公民館 
（10:15 ～11:00）

芋野 芋野自治公民館 
（9:00 ～9:30） 上田尻 上田尻自治公民館 

（13:10 ～14:20） 北山・上床 北山公民館 
（9:00 ～11:00） 梅木 梅木公民館 

 （13:30～16:00）

下与倉 下与倉自治公民館 
（9:50 ～11:20） 野首 野首自治公民館 

（14:40 ～16:00） 大平 大平公民館 
（9:00 ～9:45）

皆田東・皆田西 皆田地区公民館 
（13:30 ～16:00）

藤元 藤元自治公民館 
（9:30 ～10:30） 上与倉 上与倉自治公民館 

（13:10 ～14:30） 丸牧 丸牧公民館 
（10:00 ～11:00）

赤仁田 赤仁田自治公民館 
（10:50 ～11:40）

田之尻 田之尻自治公民館 
 （14:50～15:20）

2 月25 日 金

元養母
（中野･ 元養母）

元養母公民館 
（9:00 ～11:00） 田代 田代公民館 

（13:30 ～16:30）

湯之元（永野） 永野地域公民館 
（15:40 ～16:30） 坂之上下 坂之上下公民館 

（9:00 ～11:00） 下養母 下養母研修館 
 （13:30～16:30）

2 月16 日 水

苙口 苙口自治公民館 
（9:00 ～9:40） 下田尻

中田尻自治公民館 
（13:30 ～16:00）

伊　
　

集　
　

院　
　

地　
　

域

2 月28 日 月

上方限
（池田・末永）

上方限公民館 
（9:00 ～11:30）

上方限（窪田）
四郎園

上方限公民館 
（13:30 ～16:00）

瀬谷 瀬谷自治公民館 
（10:00 ～10:40） 中田尻

下方限 下方限公民館 
（9:00 ～11:30）

寺脇 寺脇公民館 
（13:30 ～15:00）

助代 助代自治公民館 
（11:00 ～11:40） 上和田

和田地区公民館 
（13:30 ～16:00）

桑畑 桑畑公民館 
（15:30 ～16:30）

苙岡
和田地区公民館 

（9:00 ～11:30）

中和田
大田上・大田中 大田中公民館 

（9:00 ～11:30）

大田下 大田下公民館 
（13:30 ～14:30）

下和田 西原
吹上地区公民館 

（13:30 ～16:00）

久木野々 久木野々公民館 
（15:00 ～16:00）

入来浜・今田 吹上地区公民館 
（9:00 ～11:30） 入来

3 月1 日 火

向江町・中央通
銀天通・駅前
麓東･ 瀬戸内

伊集院地区公民館 
（9:00 ～11:30）

天神馬場・上之馬場
元町・城山・荒瀬

小城
伊集院地区公民館 

（13:30 ～16:00）

2 月17 日 木

小永吉 小永吉自治公民館 
（9:00 ～10:00） 浜　田 

（天昌寺・浜田後・
浜田中）

浜田自治公民館 
（13:30 ～16:00）草田原

（原園・上草田）
原園自治公民館 

（10:10 ～11:00） 清藤 清藤公民館 
（9:00 ～11:30） つつじケ丘全区 つつじケ丘公民館 

（13:30 ～15:00）

中草田・下草田 下草田自治公民館 
（9:00 ～11:30）

新川原・川中 
（川久保・永吉中和田）

永吉地区公民館 
（13:30 ～16:00）

妙円寺１区～
４区

妙円寺児童館 
（9:00 ～11:30）

妙円寺５区～
９区

妙円寺児童館 
（13:30 ～15:30）

永吉東 
（松下・七呂・鍋谷） 

印　口
永吉５区公民館 

（9:00 ～11:30）
永吉中央 

（榎下・永吉ふも
と・梅里・梅里下）

3 月2 日 水

野田 野田公民館 
（9:00 ～11:30） 下神殿全区 下神殿公民館 

（13:30 ～16:00）

上神殿全区 上神殿公民館 
（9:00 ～11:30）

中神殿 中神殿公民館 
（13:30 ～15:00）

2 月18 日 金

坊野（坊野下）

坊野地区公民館 
（9:00 ～11:30）

坊野（高田） 高田自治公民館 
（13:30 ～14:00） 郡上 郡上公民館 

（15:30 ～16:30）

坊野（坊野上）
坊野（柱野） 柱野自治公民館 

（14:20 ～14:50）

郡下・平古
徳重東

日置市中央公民館 
（9:00 ～11:30）

郡内･ 宮脇・立野
中福良

日置市中央公民館 
（13:30 ～16:00）

坊野（田代野）

3 月3 日 木

朝日ケ丘    猪鹿倉公民館 
（9:00 ～11:30） 猪鹿倉 猪鹿倉公民館 

（13:30 ～15:30）

今観龍（竜之瀬）竜之瀬自治公民館 
（9:00 ～10:00） 日添 日添自治公民館 

（13:00 ～14:00）
飯牟礼下
腰・善福

飯牟礼大下公民館 
（9:00 ～11:30）

飯牟礼上
飯牟礼中

飯牟礼上公民館 
（13:30 ～15:30）

今観龍（今木場）今木場自治公民館 
（10:20 ～10:50）

坊野（山手） 山手自治公民館 
（14:20 ～14:50）

恋之原 恋之原公民館 
（9:00 ～11:30） 古城 古城公民館 

（13:30 ～15:30）

平鹿倉 平鹿倉地区公民館 
（11:00 ～11:40）

3 月4 日 金

下土橋 下土橋公民館 
（9:00 ～11:30） 上土橋 上土橋公民館 

（13:30 ～15:30）

※詳細については、班回覧等でお知らせします。 中  川 中川公民館 
（9:00 ～11:30） 竹之山 竹之山公民館 

（13:30 ～15:30）

麦生田（西・東） 麦生田中央公民館 
（9:00 ～11:30） 麦生田（中・下） 麦生田中央公民館 

（13:30 ～15:30）
3 月7 日～15 日まで

（土・日を除く） 上記以外の申告・確定等　本庁および各支所
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月  日 曜日
午前 午後

月  日 曜日
午前 午後

地域 場  所 
（時　間） 地域 場  所 

（時　間） 地域 場  所 
（時　間） 地域 場  所 

（時　間）

日　
　

吉　
　

地　
　

域

2 月8 日 火

ニ潟・山田 山田公民館 
（9:00 ～11:00）

草見・笠ヶ野
毘沙門

笠ヶ野公民館 
（13:30 ～15:30）

東　

市　

来　

地　

域

2 月21 日 月

高山（桑木野） 桑木野公民館 
（9:00 ～10:00）

高山
（高塚東･ 高塚西）

高塚公民館 
（13:30 ～16:00）日新 日新公民館 

（9:00 ～11:00） 草原 草原公民館 
（13:30 ～15:30）

高山（尾木場） 尾木場公民館 
（10:15 ～11:00）

高山（郷戸） 郷戸公民館 
 （9:00 ～10:00）

2 月9 日 水

諏訪 諏訪公民館 
（9:00 ～11:00） 柿之谷・八幡 八幡公民館 

（13:30 ～15:30）

高山（野下） 野下公民館 
（10:20 ～11:30）

上伊作田 
元伊作田 
中伊作田

中伊作田公民館 
 （9:00 ～11:00）

江口 漁村センター 
（13:30 ～14:30）

熊野・西郷
日吉中央公民館 
（1 階会議室） 

（9:00 ～11:00）
日置麓・帆之港

日吉中央公民館 
（1 階会議室） 

（13:30 ～15:30）

川北･ 平迫比良 漁村センター 
（14:30 ～16:00）

中央 湯田地区公民館 
（9:00 ～11:30）      元湯 湯田地区公民館 

（13:30 ～16:00）

2 月10 日 木

中区 中区公民館 
（9:00 ～11:00） 南区 南区公民館 

（13:30 ～15:30）

2 月22 日 火

赤崎 赤崎公民館 
（9:00 ～11:00） 柿之迫 柿之迫公民館 

（13:30 ～15:30）

鑪口・永山 永山公民館 
（9:00 ～11:00）

南神之川 南神之川公民館 
（13:30 ～14:45）

北区 北区公民館 
（9:00 ～11:00） 扇尾 扇尾小学校 

（14:00 ～16:00）

神之川 神之川公民館 
（15:00 ～16:30）

駅前 湯田地区公民館 
（9:00 ～11:30） 田之湯 湯田地区公民館 

（13:30 ～16:00）

吹　
　

上　
　

地　
　

域　
　

2 月14 日 月

坂元
伊作地区公民館 

（9:00 ～11:30）

上中之里 伊作地区公民館 
 

（13:30 ～16:00）

2 月23 日 水

古市・城之町上
城之町

鶴丸地区公民館 
（9:00 ～11:00）

麓下・麓上
杉之迫

鶴丸地区公民館 
（13:30 ～16:00）

東本町・西本町 下中之里

緑ケ丘・窪田
伊作地区公民館 

（9:00 ～11:30）

ふもと・多宝寺
小牧

伊作地区公民館 
（13:30 ～16:00） 美山（宮田） 宮田公民館 

（9:00 ～10:00） 美山
（美山上・美山下）

美山公民館 
（13:30 ～16:00）

宮坂・南宮内 東宮内・西宮内
伊作地区公民館 

（13:30 ～16:00）

牧之角 牧之角公民館 
（10:15 ～11:00）

亀原・花熟里 花熟里自治公民館 
（9:00 ～11:30） 中津 堀内・向湯田 湯田地区公民館 

（9:00 ～11:30） 上野東･ 上野西 上野西公民館 
 （13:30～15:30）

2 月15 日 火

湯之元
（北湯之元） 

南湯之元
南湯之元公民館 

（9:00 ～11:30）
小野浜・小野馬

場・小野
小野馬場 

自治公民館 
（13:30 ～16:00）

2 月24 日 木

鉾之原 鉾之原公民館 
（9:00 ～10:00）

荻 荻公民館 
（13:30 ～16:00）

立和名 立和名公民館 
（10:15 ～11:00）

芋野 芋野自治公民館 
（9:00 ～9:30） 上田尻 上田尻自治公民館 

（13:10 ～14:20） 北山・上床 北山公民館 
（9:00 ～11:00） 梅木 梅木公民館 

 （13:30～16:00）

下与倉 下与倉自治公民館 
（9:50 ～11:20） 野首 野首自治公民館 

（14:40 ～16:00） 大平 大平公民館 
（9:00 ～9:45）

皆田東・皆田西 皆田地区公民館 
（13:30 ～16:00）

藤元 藤元自治公民館 
（9:30 ～10:30） 上与倉 上与倉自治公民館 

（13:10 ～14:30） 丸牧 丸牧公民館 
（10:00 ～11:00）

赤仁田 赤仁田自治公民館 
（10:50 ～11:40）

田之尻 田之尻自治公民館 
 （14:50～15:20）

2 月25 日 金

元養母
（中野･ 元養母）

元養母公民館 
（9:00 ～11:00） 田代 田代公民館 

（13:30 ～16:30）

湯之元（永野） 永野地域公民館 
（15:40 ～16:30） 坂之上下 坂之上下公民館 

（9:00 ～11:00） 下養母 下養母研修館 
 （13:30～16:30）

2 月16 日 水

苙口 苙口自治公民館 
（9:00 ～9:40） 下田尻

中田尻自治公民館 
（13:30 ～16:00）

伊　
　

集　
　

院　
　

地　
　

域

2 月28 日 月

上方限
（池田・末永）

上方限公民館 
（9:00 ～11:30）

上方限（窪田）
四郎園

上方限公民館 
（13:30 ～16:00）

瀬谷 瀬谷自治公民館 
（10:00 ～10:40） 中田尻

下方限 下方限公民館 
（9:00 ～11:30）

寺脇 寺脇公民館 
（13:30 ～15:00）

助代 助代自治公民館 
（11:00 ～11:40） 上和田

和田地区公民館 
（13:30 ～16:00）

桑畑 桑畑公民館 
（15:30 ～16:30）

苙岡
和田地区公民館 

（9:00 ～11:30）

中和田
大田上・大田中 大田中公民館 

（9:00 ～11:30）

大田下 大田下公民館 
（13:30 ～14:30）

下和田 西原
吹上地区公民館 

（13:30 ～16:00）

久木野々 久木野々公民館 
（15:00 ～16:00）

入来浜・今田 吹上地区公民館 
（9:00 ～11:30） 入来

3 月1 日 火

向江町・中央通
銀天通・駅前
麓東･ 瀬戸内

伊集院地区公民館 
（9:00 ～11:30）

天神馬場・上之馬場
元町・城山・荒瀬

小城
伊集院地区公民館 

（13:30 ～16:00）

2 月17 日 木

小永吉 小永吉自治公民館 
（9:00 ～10:00） 浜　田 

（天昌寺・浜田後・
浜田中）

浜田自治公民館 
（13:30 ～16:00）草田原

（原園・上草田）
原園自治公民館 

（10:10 ～11:00） 清藤 清藤公民館 
（9:00 ～11:30） つつじケ丘全区 つつじケ丘公民館 

（13:30 ～15:00）

中草田・下草田 下草田自治公民館 
（9:00 ～11:30）

新川原・川中 
（川久保・永吉中和田）

永吉地区公民館 
（13:30 ～16:00）

妙円寺１区～
４区

妙円寺児童館 
（9:00 ～11:30）

妙円寺５区～
９区

妙円寺児童館 
（13:30 ～15:30）

永吉東 
（松下・七呂・鍋谷） 

印　口
永吉５区公民館 

（9:00 ～11:30）
永吉中央 

（榎下・永吉ふも
と・梅里・梅里下）

3 月2 日 水

野田 野田公民館 
（9:00 ～11:30） 下神殿全区 下神殿公民館 

（13:30 ～16:00）

上神殿全区 上神殿公民館 
（9:00 ～11:30）

中神殿 中神殿公民館 
（13:30 ～15:00）

2 月18 日 金

坊野（坊野下）

坊野地区公民館 
（9:00 ～11:30）

坊野（高田） 高田自治公民館 
（13:30 ～14:00） 郡上 郡上公民館 

（15:30 ～16:30）

坊野（坊野上）
坊野（柱野） 柱野自治公民館 

（14:20 ～14:50）

郡下・平古
徳重東

日置市中央公民館 
（9:00 ～11:30）

郡内･ 宮脇・立野
中福良

日置市中央公民館 
（13:30 ～16:00）

坊野（田代野）

3 月3 日 木

朝日ケ丘    猪鹿倉公民館 
（9:00 ～11:30） 猪鹿倉 猪鹿倉公民館 

（13:30 ～15:30）

今観龍（竜之瀬）竜之瀬自治公民館 
（9:00 ～10:00） 日添 日添自治公民館 

（13:00 ～14:00）
飯牟礼下
腰・善福

飯牟礼大下公民館 
（9:00 ～11:30）

飯牟礼上
飯牟礼中

飯牟礼上公民館 
（13:30 ～15:30）

今観龍（今木場）今木場自治公民館 
（10:20 ～10:50）

坊野（山手） 山手自治公民館 
（14:20 ～14:50）

恋之原 恋之原公民館 
（9:00 ～11:30） 古城 古城公民館 

（13:30 ～15:30）

平鹿倉 平鹿倉地区公民館 
（11:00 ～11:40）

3 月4 日 金

下土橋 下土橋公民館 
（9:00 ～11:30） 上土橋 上土橋公民館 

（13:30 ～15:30）

※詳細については、班回覧等でお知らせします。 中  川 中川公民館 
（9:00 ～11:30） 竹之山 竹之山公民館 

（13:30 ～15:30）

麦生田（西・東） 麦生田中央公民館 
（9:00 ～11:30） 麦生田（中・下） 麦生田中央公民館 

（13:30 ～15:30）
3 月7 日～15 日まで

（土・日を除く） 上記以外の申告・確定等　本庁および各支所

平成２３ 年度分市県民税申告相談日程表
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市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年

四
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
次
の
と

お
り
改
定
し
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
の
中
か
ら
発
生
す
る
汚
水
を
き
れ

い
に
し
て
自
然
に
帰
し
、
快
適
な
生

活
環
境
を
築
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い

施
設
で
す
。
公
共
下
水
道
の
建
設
な

ど
に
係
る
費
用
、
ま
た
自
然
が
も
た

ら
す
雨
水
の
処
理
は
、
社
会
全
体
が

利
益
を
受
け
る
た
め
一
般
会
計
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
一
方
家
庭
や
事
業

所
か
ら
出
る
汚
水
の
処
理
は
、
特
定

の
使
用
者
が
利
益
を
受
け
る
た
め
、

下
水
道
使
用
者
が
下
水
道
使
用
料
で

負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
下
水
道

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三

年
の
供
用
開
始
以
来
、
平
成
十
八
年

度
ま
で
料
金
の
改
定
を
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
、
市
町
村

合
併
後
、
下
水
道
職
員
を
２５
％
削
減

し
、
さ
ら
に
平
成
十
九
年
度
か
ら

は
、
二
十
立
方
㍍
当
た
り
二
千
百
円

に
料
金
改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

な
お
、
下
水
道
使
用
者
が
負
担
す
べ

き
経
費
な
ど
に
、
一
般
会
計
か
ら
多

大
な
繰
入
を
行
っ
て
お
り
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
市
民

と
の
不
公
平
さ
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

ま
た
施
設
は
、
供
用
開
始
か
ら
す

で
に
二
十
二
年
が
経
過
し
、
終
末
処

理
場
の
機
械
設
備
な
ど
の
耐
用
年
数

到
来
に
よ
る
更
新
時
期
を
控
え
、
今

後
の
維
持
管
理
費
用
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い

て
、
一
般
会
計
に
お
け
る
経
費
負
担

は
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
ほ
か
の
一

般
行
政
施
策
に
も
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
下
水
道

事
業
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

下
水
道
審
議
会
な
ど
で
現
状
分
析
を

行
い
な
が
ら
使
用
料
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
平
成
十
九
年
四
月

か
ら
四
年
間
据
え
置
い
て
い
た
使
用

料
を
、
汚
水
処
理
な
ど
に
係
る
費
用

の
適
正
を
行
う
観
点
か
ら
、
平
均
約

１４
・
８
％
ア
ッ
プ
す
る
改
定
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
景
気
の
低
迷
期
の

お
り
、
経
済
的
な
ご
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
よ

り
一
層
の
経
費
節
減
を
図
り
、
下
水

道
財
政
の
健
全
化
に
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆ １カ月分使用料の目安：２カ月に１回通知される納付書の汚水量（２カ月分）の１/ ２が１カ月分の汚水量となります。

平
成
２３
年
４
月
か
ら
伊
集
院
処
理
区
の

�　

下
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
！

新料金は、４月以降に使用した５・６
月請求分から適用されます。
【問い合わせ先】
　　本庁　上下水道課　下水道管理係
　　　　　℡ ２７３-２１１１（内線１２９６）

改定料金の適用

使用料金改定表
（単位：円、消費税別）

種別 区分 汚水量 現行料金 改定料金

一般汚水

基本料金 800 1,000

従量料金 
（1㎥につき）

10㎥までの分 20 45
10㎥を超え　 
20㎥までの分 100 105
20㎥を超え 
30㎥までの分 110 据え置き
30㎥を超え 
40㎥までの分 125 据え置き
40㎥を超え 
50㎥までの分 135 据え置き
50㎥を超え　 
100㎥までの分 140 据え置き
100㎥を超える分 145 据え置き

公衆浴場
汚　　水

基本料金 10㎥までの分 800 1,000

従量料金 10㎥を超える分 
（1㎥につき） 10 据え置き

汚水量（㎥）現行使用料 改定使用料
1 860 1,090
2 880 1,140
3 900 1,190
4 920 1,230
5 940 1,280
6 960 1,330
7 980 1,380
8 1,000 1,420
9 1,020 1,470
10 1,050 1,520

汚水量（㎥）現行使用料 改定使用料
11 1,150 1,630
12 1,260 1,740
13 1,360 1,850
14 1,470 1,960
15 1,570 2,070
16 1,680 2,180
17 1,780 2,290
18 1,890 2,400
19 1,990 2,510
20 2,100 2,620

汚水量（㎥）現行使用料 改定使用料
21 2,210 2,740
22 2,330 2,850
23 2,440 2,970
24 2,560 3,080
25 2,670 3,200
26 2,790 3,310
27 2,900 3,430
28 3,020 3,540
29 3,130 3,660
30 3,250 3,780

汚水量（㎥）現行使用料 改定使用料
35 3,910 4,430
40 4,560 5,090
45 5,270 5,800
50 5,980 6,510
55 6,720 7,240
60 7,450 7,980
70 8,920 9,450
80 10,390 10,920
90 11,860 12,390
100 13,330 13,860

料金早見表（１カ月分使用料） 単位：円、（消費税含む）



2011.111

　

参
加
者
の
中
に
は
「
高
山

む
ら
づ
く
り
協
議
会
」
設
立

を
目
指
す
、
高
山
地
区
の
メ

ン
バ
ー
が
い
ま
し
た
。

　

高
山
地
区
は
、
市
内
で
も

高
齢
化
率
の
高
い
地
区
で
す
。

　

地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
、

人
と
自
然
と
地
域
が
支
え
合

う
農
村
社
会
に
す
る
た
め
に
、

地
区
内
外
の
人
や
団
体
が
連

携
し
た
む
ら
づ
く
り
が
目
標

で
す
。

　

そ
の
核
と
し
て
、
毎
年
１１

月
末
に
行
う
「
高
山
ふ
る
さ

と
秋
祭
り
」
を
中
心
に
、
地

域
お
こ
し
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

高
山
地
区
は
、
さ
ら
に
地
区
内
の

集
落
を
元
気
に
し
、
地
区
民
の
健
康

を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
を
実
現

す
る
た
め
に
、
移
動
広
場
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
「
活
動
支
援
の
相
談
」

を
受
け
ま
し
た
。

　

地
区
公
民
館
役
員
ら
が
地
区
の
状

況
を
説
明
し
「
地
区
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
し
た
ほ
う
が
活
動
を
し
や
す
い
の

か
」
と
質
問
。
セ
ン
タ
ー
担
当
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
、
体
験
に
基
づ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
、
高
山
地
区

は
一
層
の
話
し
合
い
を
深
め
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

共
生
・
協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り

は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
的

サ
ー
ビ
ス
を
、
自
治
会
や
地
区
公
民

館
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
な
ど
、
多

様
な
団
体
が
と
も
に
協
力
し
、
支
え

合
い
な
が
ら
、
行
政
と
連
携
し
て
提

供
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
良
く

し
て
い
く
と
い
う
意
識
の
共
有
が
、

共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必

要
で
す
。

動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
例
発
表
、

相
談
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
の
が
、
日

吉
地
域
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
日
吉
い
こ
い
の
会
」
理
事
長
の

南
美
津
江
さ
ん
。
こ
れ
に
日
置
市
と

い
ち
き
串
木
野
市
で
活
動
す
る
二
つ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
協
力
し
て
開
催
を

受
諾
。
セ
ン
タ
ー
と
日
置
市
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
協
働
で
「
移
動
広
場
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
自
治
会
の
代
表
や
市
民

な
ど
、二
十
数
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
「
共
生
・
協
働
の
地

域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
講
話
。
そ
の

後
、事
例
発
表
を
行
っ
た
南
さ
ん
は
、

福
祉
業
務
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し

て
、
日
吉
地
域
を

拠
点
に
１０
年
以
上

活
動
し
て
い
る
取

り
組
み
を
、
ス
ラ

イ
ド
写
真
を
使
っ

て
発
表
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、「
実

際
に
活
動
し
て
い

る
方
の
発
表
は
と

て
も
参
考
に
な

る
」
と
、
現
場
で

活
躍
す
る
三
つ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事

例
発
表
に
身
を
乗

り
出
し
て
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

⑱⑱

　

平
成
２２
年
１０
月
１９
日
、
日
吉
せ
っ
ぺ
と
べ
館
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
自
治
会
な
ど
を
対
象
に
し
た
「
共
生
・
協
働
セ
ン
タ
ー

移
動
広
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
移
動
広
場
」
で
は
、
日
置
市
・
い
ち
き
串
木
野
市
を
拠

点
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の

　
　

活
動
の
た
め
に

支
え
合
う
こ
と
で
安
心
を

助
け
合
い
支
え
合
う
精
神
で

共生・協働の実践活動
　
「
移
動
広
場
」は
、鹿
児
島
県
共
生
・

協
働
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
利
用
し
に

く
い
地
域
の
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
と

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
共
催
し
て
開

く
も
の
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
自
治
会
な
ど
を
対

象
に
、
地
域
組
織
の
育
成
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、

ま
た
共
生
・
協
働

の
地
域
社
会
づ

く
り
の
推
進
を

目
的
と
し
た
講

話
や
、
地
域
で
活

地
域
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

自
分
の
地
域
で
で
き
る
こ
と

事例発表を聞く参加者

高山ふるさと秋まつりの体験プログラムのひとつ「里山散策」

▲
南
美
津
江
さ
ん
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ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
十
二
月
十
一
日
と
十
二
日
の
二

日
間
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

農
業
や
商
工
業
な
ど
各
産
業
に
か

か
わ
る
人
や
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
な

ど
が
一
堂
に
集
ま
り
、
伊
集
院
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
十
六
回
目
。

　

会
場
に
は
、
地
元
産
の
農
産
物
や

加
工
品
な
ど
の
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
軒
を
連
ね
、
自
慢
の
味
を
提

供
す
る
飲
食
店
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況

で
し
た
。

　

ま
た
恒
例
と
な
っ
た
伊
集
院
鍋
も

一
万
人
に
振
る
舞
わ
れ
「
お
い
し
く

て
、
体
も
温
ま
っ
た
」
と
大
好
評
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
梅
干
飛
ば
し
大

会
を
開
催
。
そ
の
ほ
か
子
ど
も
た
ち

の
ダ
ン
ス
や
、
郷
土
芸
能
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
来
場

者
は
、
二
日
間
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
二
十
八
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ

ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
十
二
月

十
二
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
大
勢
の
参
加
者
が
師
走

の
伊
集
院
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
昨
年
を

百
九
十
五
人
上
回
る
、
過
去
最
高
の

三
千
四
百
五
十
五
人
が
参
加
。
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
種
目
を

選
ん
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
午
前
十
時
の
五
㌔

の
種
目
を
皮
切
り
に
十
㌔
、
三
㌔
、

二
㌔
の
順
に
ス
タ
ー
ト
。
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
、
よ
し
俣
と

よ
し
げ
さ
ん
も
三
㌔
の
コ
ー
ス
に
参

加
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
し
俣
さ
ん
に
は
マ
ラ
ソ

ン
終
了
後
、
閉
会
式
や
抽
選
会
の
進

行
な
ど
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

伊
集
院
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
満
喫
！

過
去
最
高
の
３
４
５
５
人
が
健
脚
競
う

ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

▲大盛況だった伊集院鍋▲二日間とも大勢の人でにぎわいました

▲もう少しでゴールです

▲一生懸命走る子どもたち
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東
市
来
い
ち
ご
部
会
の
イ
チ
ゴ
収

穫
祭
が
十
一
月
二
十
六
日
、
住
吉
昭

義
さ
ん
の
農
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
関
係
者
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
収
穫
祭
に
参
加
し
た
鶴
城
寺
保

育
園
児
十
五
人
が
、
早
速
ハ
ウ
ス
内

で
イ
チ
ゴ
摘
み
を
体
験
。
摘
み
取
っ

た
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
で
カ
ン
パ
イ

し
、
そ
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
夏
場
の
猛
暑
や
、
日
照
不

足
の
影
響
で
十
日
ほ
ど
出
荷
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
品
質
は
例
年
通
り
素
晴

ら
し
い
出
来
。
ま
た
毎
年
イ
チ
ゴ
部

会
員
の
熱
心
な
努
力
で
作
ら
れ
る

「
安
心
」
で
「
安
全
」
な
イ
チ
ゴ
が
、

今
年
初
め
て
「
か
ご
し
ま
の
農
林
水

産
物
」
の
認
証
を
受
け
、
部
会
員
に

と
っ
て
は
無
事
迎
え
た
イ
チ
ゴ
の
収

穫
と
、二
重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
の
出
荷
は
、
こ
れ
か
ら
最

盛
期
を
迎
え
、
そ
の
味
を
家
庭
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
九
回
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

が
十
一
月
二
十
八
日
、
高
山
地
区
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、体
験
型
の
祭
り
と
し
て
、

地
域
の
活
性
化
や
都
市
と
農
村
と
の

交
流
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
冷
た
い
風
が
吹
く
肌
寒

い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
区
内
を

流
れ
る
八
房
川
で
の
渓
流
マ
ス
釣
り

大
会
（
郷
戸
）
や
、色
づ
い
た
紅
葉
、

棚
田
の
「
め
だ
か
」
を
観
賞
し
て
巡

る
「
田
の
神
ま
つ
り
」（
尾
木
場
）、

ま
た
野
山
に
自
生
し
た
か
ず
ら
な
ど

を
使
っ
た
手
芸
体
験
（
野
下
・
桑
木
野
）

な
ど
、
各
地
域
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
メ
イ
ン
会
場
の
高
山
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伝
統
芸
能
の
発

表
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
地
元
農
産
物
の

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
品
が
当
た

る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
名
前

が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
会
場
か

ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、
最
後
ま

で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
晩
秋
の
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

真
っ
赤
な
大
粒
イ
チ
ゴ
で
カ
ン
パ
イ

体
験
型
祭
り
で
交
流
楽
し
む

み
ん
な
覚
え
た
か
な
？ 

大
将
季（
だ
い
ま
さ
き
）

東
市
来
イ
チ
ゴ
収
穫
祭

高た
か

山や
ま

ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

デ
コ
ポ
ン
は
さ
み
入
れ

　

平
松
昭
弘
さ
ん
（
東
市
来
）
の
ハ

ウ
ス
で
十
一
月
十
九
日
、
加
温
デ
コ

ポ
ン
の
は
さ
み
入
れ
式
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
、は
さ
み
入
れ
さ
れ
た
の
は
、

Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
管
内
で
も
、
平
成

十
七
年
か
ら
植
栽
さ
れ
て
い
る
「
大

将
季
」
と
い
う
品
種
で
、
特
性
と
し

て
通
常
の
デ
コ
ポ
ン
よ
り
果
皮
や
果

肉
色
が
濃
く
、
市
場
で
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
松
さ
ん
は
「
贈
り
物
に
も
最
適

な
安
心
・
安
全
の
デ
コ
ポ
ン
を
大
勢

の
方
に
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

濃
厚
な
食
味
の
「
大
将
季
」
を
皆

さ
ん
も
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

▲八房川で行われた渓流マス釣り大会

▲地域の方と共同作業

▲認証を受けたイチゴ部会のメンバー

▲どれがおいしそうかな

▲尾木場であったもちまき
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日
置
小
学
校
四
年
生
を
対
象
に

十
二
月
十
日
、
交
通
安
全
レ
タ
ー
作

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
保
護

者
へ
交
通
安
全
に
関
す
る
手
紙
を
書

い
て
も
ら
い
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

家
庭
で
も
話
し
合
っ
て
も
ら
お
う

と
、
日
置
地
区
交
通
安
全
運
転
管
理

者
協
議
会
青
年
部
と
日
置
警
察
署
が

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
日
置
警
察
署
か

ら
交
通
事
故
の
発
生
件
数
や
交
通
安

全
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
後
、
安

全
運
転
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
お
父

さ
ん
、お
母
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
手
紙
を
書
き
ま
し

た
。

　

岸
之
上
陽
平
く
ん
は
「
お
父
さ
ん

が
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
の
で
、
常

に
安
全
運
転
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

が
、
十
二
月
四
日
、
伊
集
院
文
化
会

館
と
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
日

置
地
区
か
ら
約
六
百
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
伊
集
院
地
域
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
会
の
共
通
研
究
主
題
「
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
創
造
」の
も
と
に
、

地
域
内
の
全
小
・
中
学
校
と
伊
集
院

高
校
が
学
校
ご
と
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
中
学
校
二
校
、
小

学
校
四
校
が
研
究
発
表
を
行
い
、
特

色
あ
る
活
動
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
郷
土
愛
や
ふ

る
さ
と
づ
く
り
、
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
、
あ
い
さ
つ
、
読
書
活
動
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
課
題
に
対
し

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
南
極
観
測
隊
に
医
療
担
当
と

し
て
携
わ
っ
た
宮
田
敬
博
先
生
が

「
無
限
に
広
が
る
氷
の
大
地　

そ
こ

で
わ
た
し
が
見
た
も
の
は
」
と
題
し

て
講
演
。
南
極
で
経
験
し
た
貴
重
な

体
験
を
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
厳
し
い
条
件
の
中
で

の
生
活
の
工
夫
や
、
協
力
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学

び
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
い
か
に

楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

住
吉
小
学
校
（
日
吉
）
で
は
、
体

力
・
運
動
面
の
強
化
と
、
郷
土
芸
能

や
自
分
の
郷
土
に
愛
着
を
持
つ
子
ど

も
を
育
て
た
い
と
の
思
い
か
ら
「
す

み
よ
し
エ
イ
サ
ー
」を
始
め
ま
し
た
。

　

エ
イ
サ
ー
と
は
、
沖
縄
県
の
伝
統

芸
能
で
、
お
盆
に
戻
っ
て
く
る
祖
先

の
霊
を
送
り
出
す
た
め
、
若
者
た
ち

が
歌
と
お
は
や
し
に
合
わ
せ
て
踊
る

も
の
。
近
年
で
は
太
鼓
を
持
つ
ス
タ

イ
ル
が
多
く「
す
み
よ
し
エ
イ
サ
ー
」

も
三
種
類
の
太
鼓
を
使
用
し
て
踊
り

ま
す
。

　

太
鼓
は
「
日
置
市
夢
作
り
事
業
」

の
補
助
金
を
活
用
し
購
入
。衣
装
は
、

お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
手
作
り

で
制
作
し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
三
十
三
人
が
教
頭
先
生

の
指
導
の
下
練
習
を
重
ね
、
学
校
の

運
動
会
や
学
習
発
表
会
、
ま
た
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
さ
れ
、
手

作
り
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
勇
壮
な
演
舞
が
観
衆
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

大
切
な
人
へ
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦

▲小学校第１部会の様子▲南極観測隊の服装で講演する
　宮田敬博先生

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
発
展
を
図
る

新
た
な
伝
統
が
誕
生
「
す
み
よ
し
エ
イ
サ
ー
」

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

住
吉
小
学
校
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十
二
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
親
善
団
九
人
が
来
訪
し
、

三
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
ア
レ
プ
ス
・
東
方
政
策

元
留
学
生
同
窓
会
組
織
）
主
催
で
平

成
九
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

親
善
団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
以
前

「
か
ら
い
も
交
流
」で
鹿
児
島
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
た
留
学
生
の
子
ど
も
た

ち
で
、
う
ち
二
人
は
、
父
親
が
吹
上

町
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
経
験
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
関
係
の
あ
っ
た

家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
な
り
ま

し
た
。

　

吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実

行
委
員
会
の
下
園
聖
子
会
長
は

「
二
世
が
来
て
、
初
め
て
本
当

の
国
際
交
流
だ
と
言
わ
れ
て
き

た
の
で
、実
現
し
て
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
受
入
家
庭
の
多

く
は
、
今
年
の
夏
、
マ
レ
ー
シ

ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
っ
た
方
々

の
家
族
。
八
日
に
同
実
行
委
員
会
が

主
催
し
た
歓
迎
交
流
会
で
は
、
日
本

語
に
片
言
の
マ
レ
ー
語
と
英
語
、
そ

れ
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
織
り
交
ぜ
て

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

退
村
式
で
は
「
こ
れ
か
ら
、
も
っ

と
勉
強
し
て
、
国
際
交
流
員
に
な
り

た
い
」
と
二
世
も
日
置
市
で
の
交
流

で
成
長
し
た
様
子
を
見
せ
ま
し
た
。

　

第
五
回
日
置
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
芸
能
大
会
が
十
二
月
一
日
、
日

吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
芸
能
大
会
は
、
演
じ
る
人
も

見
る
人
も
芸
能
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
。
各
地
域
か
ら
十
九
の
団
体
が
、

カ
ラ
オ
ケ
や
詩
吟
、
舞
踊
な
ど
多
彩

な
演
目
を
披
露
し
、
満
員
の
客
席
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
寸
劇
で
は
、
認
知
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

第
十
三
回
朝
日
ヶ
丘
文
化
祭
（
伊

集
院
）
が
十
一
月
十
三
日
と
十
四
日

の
二
日
間
、
朝
日
ヶ
丘
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
書
道
や
絵
画
、
ち
ぎ

り
絵
な
ど
力
の
こ
も
っ
た
作
品
が
所

狭
し
と
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
観
覧
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
野
菜
や
ふ
く
れ
菓
子
、
も
ち

な
ど
の
即
売
会
も
あ
り
、
会
場
は
二

日
間
と
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
中

の
、
草
野
仁
さ
ん
に
よ
る
「
宝
く
じ

文
化
講
演
会
」
が
十
二
月
九
日
、
伊

集
院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

草
野
さ
ん
は
「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
」
と
題
し
て
講
演
。
自
ら

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
活
動

し
て
き
た
経
験
を
熱
く
語
っ
た
ほ

か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の

こ
と
や
、
二
十
五
年
続
く
人
気
番
組

「
世
界
ふ
し
ぎ
発
見
」
の
裏
話
な
ど
、

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
ま

た
「
人
は
誰
で
も
『
話
し
上
手
』

に
な
れ
る
。
家
庭
内
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
れ

ば
、
ど
ん
な
場
で
も
自
分
の
言

葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、草
野
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
に
興
味
深

く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

二
世
が
つ
な
ぐ
交
流
の
輪

多
彩
な
活
動
が
生
き
が
い
づ
く
り
の
源
泉
に

マ
レ
ー
シ
ア
親
善
大
使
来
訪

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会

力
の
こ
も
っ
た
作
品
で
来
場
者
を
魅
了

い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

朝
日
ヶ
丘
文
化
祭

宝
く
じ
文
化
講
演
会

▲「認知症」をテーマに寸劇を披露

▲素晴らしい作品が多く展示されました
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青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
が

十
一
月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
親
子
連
れ

ら
約
七
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
学
校
の
先
生

を
中
心
に
十
六
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
実
験
や
、
工
作
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
液
体

窒
素
を
使
っ
て
、
野
菜
や
果
物
が
カ

チ
カ
チ
に
な
る
超
低
温
の
世
界
を
体

験
し
た
り
、
自
分
の
手
で
発
泡
入
浴

剤
を
作
っ
た
り
と
、
科
学
の
不
思
議

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た「
水
に
浮
か
ぶ
文
字
」の
ブ
ー

ス
で
は
、
う
す
い
膜
の
上
に
マ
ジ
ッ

ク
で
書
い
た
文
字
が
、
文
字
だ
け
残

り
水
に
浮
か
ぶ
と
、
驚
き
の
声
が
上

が
り
、
不
思
議
な
現
象
に
く
ぎ
付
け

に
。
会
場
の
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
絶
え
な
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
集
院
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
第
八
回
定
期
演
奏
会
が
十
月

三
十
一
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
、四
部
構
成
で
行
わ
れ
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
新

曲
や
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選

鹿
児
島
県
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
た

二
曲
に
加
え
、
同
部
出
身
の
高
校
生

も
加
わ
っ
て
演
奏
し
た
毎
年
恒
例
の

「
オ
ー
メ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ラ
ブ
」
な

ど
二
十
一
曲
を
披
露
。

　

観
客
は
、
息
の
合
っ
た
演
奏
に
手

拍
子
を
し
た
り
聴
き
入
っ
た
り
と
、

最
後
ま
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
川
辺
町
出
身
の
俳
人　

福
永
耕
二
を
し
の
ぶ
「
第
十
二
回
南

九
州
市
か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会
」

に
応
募
し
た
扇
尾
小
学
校
が
、
学
校

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
俳
句

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
大
会
に

も
毎
年
応
募
し
て
い
ま
す
。

　
『
へ
ち
ま
の
手　

二
か
い
の
へ
や

の
ま
ど
あ
け
そ
う
』
で
特
選
に
選
ば

れ
た
下
田
平
涼
太
君
（
四
年
）
は
「
校

舎
の
二
階
ま
で
伸
び
る
へ
ち
ま
の

葉
っ
ぱ
が
、
手
に
見
え
た
の
で
書
い

た
。賞
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
～
世
界
味
の
旅
～
世
界
料
理
講

座
」
が
十
二
月
四
日
、
東
市
来
交
流

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
十
二
月
か
ら
三
月

ま
で
の
毎
月
一
回
、
市
内
外
の
国
際

交
流
員
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師
に
迎
え
、

食
を
通
し
て
市
民
に
世
界
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

一
回
目
は
、
本
市
国
際
交
流
員
の

李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ

ん
が
講
師
を
務
め
た
韓
国
料
理
。
参

加
者
は
、
李
さ
ん
の
お
手
本
を
見
な

が
ら
、
カ
ボ
チ
ャ
の
お
か
ゆ
や
チ
ヂ

ミ
、
韓
国
風
に
味
付
け
さ
れ
た
、
か

ら
揚
げ
な
ど
全
四
品
を
作
り
、
そ
の

味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ア
メ
リ
カ
料
理
、
イ
ギ

リ
ス
料
理
、
中
国
料
理
の
講
座
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
、
各
国
出
身
の
講

師
か
ら
本
場
の
味
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

科
学
の
不
思
議
に
驚
き
の
歓
声

青
少
年
の
た
め
の
科
学
祭
典
日
置
市
大
会
２２

▲カチカチに凍ったバナナでくぎを打つ児童▲男性も韓国料理に挑戦しました

▲夢中になって作りました

心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
感
動

「
青
の
俳
句
大
会
」
で
学
校
賞
を
受
賞

世
界
の
味
を
食
べ
尽
く
す
！

伊
集
院
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

「
～
世
界
味
の
旅
～
世
界
料
理
講
座
」

扇尾小
（日吉）
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技
能
検
定
の
実
施
に
多
大
な
貢
献

が
あ
っ
た
と
し
て
、
長
谷
川
和
夫
さ

ん
（
伊
集
院
）
が
平
成
二
十
二 

年

度
職
業
能
力
開
発
関
係
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
十
二
月
二
日
、
宮

路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
電
子
機
器
組
立

て
職
種
の
首
席
技
能
検
定
員
と
し

て
、
二
十
五
年
に
わ
た
り
検
定
業
務

に
従
事
、
技
能
検
定
の
実
施
に
貢
献

を
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成

に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
㈶
法
人
日
本

防
火
協
会
か
ら
「
平
成
二
十
二
年
度

民
間
防
火
組
織
の
防
火
・
防
災
普
及

啓
発
推
進
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、

防
火
訓
練
用
の
水
消
火
器
一
式
を
購

入
し
ま
し
た
。

　

郡
下
自
治
会
（
伊
集
院
）
で
は

十
一
月
二
十
一
日
、
こ
の
消
火
器
を

使
っ
て
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
「
こ

れ
ま
で
の
粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火
器
に
比

べ
、
粉
に
よ
る
弊
害
も
無
く
後
始
末

も
簡
単
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
事
業
所
や
自

治
会
な
ど
で
の
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
水
消
火
器
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
消
防
本
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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日
置
市
交
通
安
全
母
の
会
が
十
二

月
十
日
、
市
内
各
所
で
県
下
一
斉
飲

酒
運
転
根
絶
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
年
末
を
迎
え
た
こ

の
時
期
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

伊
集
院
地
域
で
は
、
コ
ー
プ
か
ご

し
ま
伊
集
院
店
前
で
行
わ
れ
「
年
末

年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
ぜ
っ
た
い
に
や
め
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
チ
ラ

シ
を
配
布
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

　

吹
上
地
域
で
は
、
Ａ
コ
ー
プ
伊
作

店
と
タ
イ
ヘ
イ
吹
上
店
前
で
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

急
に
冷
え
込
み
始
め
た
こ
の
日
も

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
チ
ラ
シ
を
配
布
し

な
が
ら
買
い
物
客
ら
に
安
全
運
転
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
交
通

事
故
ゼ
ロ
運
動
発
足
式
が
十
一
月

二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

発
足
式
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
多
発
を
真
剣
に
と
ら
え
、
交
通
事

故
防
止
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
大

西
早
苗
会
長
を
中
心
に
交
通
事
故
防

止
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、

支
部
ご
と
に
講
習
会
の
開
催
や
交
通

事
故
防
止
の
標
語
の
募
集
、
交
通
事

故
ゼ
ロ
日
数
の
カ
ウ
ン
ト
な
ど
交
通

事
故
防
止
運
動
を
大
々
的
に
展
開
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
の
実
施
に
貢
献

防
火
訓
練
で
活
用
し
て
い
ま
す

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で
事
故
防
止

交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
し
て

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

日
置
市
消
防
本
部

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

高
齢
者
ク
ラ
ブ
交
通
事
故
ゼ
ロ
運
動
発
足
式

▲水消火器を使って訓練をする参加者▲伊集院地域で行われたキャンペーン



2011.1 18

　

消
防
駅
伝
in
く
ま
も
と
（
九
州

地
区
消
防
駅
伝
大
会
）
が
十
一
月

二
十
七
日
、
熊
本
市
で
行
わ
れ
、
市

消
防
本
部
チ
ー
ム
が
二
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
九
州
各
地
か
ら
九
十

チ
ー
ム
が
出
場
、
熊
本
県
民
総
合
運

動
公
園
の
周
回
コ
ー
ス
五
区
間
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
一
区
有
馬
拓
美
選
手

が
四
位
で
二
区
德
重
祐
児
選
手
に
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
と
、
区
間
賞
の
走
り

で
逆
転
、
三
区
篠
原
正
大
選
手
も

ト
ッ
プ
を
守
り
、
四
区
小
園
勇
作
選

手
が
区
間
賞
の
走
り
で
ア
ン
カ
ー
能

勢
勇
作
選
手
へ
、
能
㔟
選
手
も
後
続

を
引
き
離
し
、そ
の
ま
ま
一
位
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

柿
内
和
浩
監
督
は
「
レ
ベ
ル
の
高

い
九
州
で
、
優
勝
で
き
た
こ
と
は
自

信
に
な
っ
た
。
少
し
課
題
も
残
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
体
力
向
上

に
努
め
、
来
年
の
全
国
消
防
本
部
対

抗
駅
伝
大
会
の
優
勝
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
恒
例
の
吹
上
町
更
生
保
護

女
性
会
に
よ
る
、
歳
末
助
け
合
い
運

動
が
展
開
さ
れ
、
刑
務
所
や
地
域
内

の
福
祉
施
設
な
ど
八
カ
所
に
生
活
必

需
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

品
物
は
、
会
員
を
は
じ
め
、
地
域

内
の
金
融
機
関
や
団
体
か
ら
提
供
し

て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
会
員
は
石
鹸

や
タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど
心
を
込
め
て

発
送
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
か
ら
は
、
早
速
お
礼
状
が
届

き
、
中
に
は
「
毎
年
、
贈
り
物
を
あ
り

が
と
う
、大
切
に
使
い
ま
す
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
一
緒
に
手
作
り
の
は
し
も

添
え
ら
れ
て
お
り
、
温
か
い
気
持
ち

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
正
醸
造
㈱
と
㈱
省
力
化
技

研
（
共
に
日
吉
地
域
）
が
十
一
月

二
十
七
日
、
合
同
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
が
、
地
域
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
始
め

た
こ
の
活
動
は
、
今
年
で
三
回
目
。

昨
年
ま
で
は
道
路
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
日
吉
運
動
公
園

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
周
辺
を
清
掃

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、八
十
人
の
参
加
者
が
、

落
ち
葉
を
集
め
た
り
、
雑
草
の
除
去

を
し
た
り
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰

式
が
十
一
月
十
一
日
、
鹿
児
島
市
で

開
催
さ
れ
、
吹
上
町
更
生
保
護
女
性

会
（
長
野
瑳
や
子
会
長
）
が
県
下
の

団
体
で
は
唯
一
、
鹿
児
島
保
護
観
察

所
長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
施
設
訪
問

や
研
修
会
、
ま
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

や
金
融
機
関
と
連
携
し
た
歳
末
助
け

合
い
運
動
な
ど
、
長
年
の
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

長
野
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
先
輩

方
の
活
動
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
も

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
と
明
る
い
社
会
へ
の
想

い
を
深
め
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
つ
な
が
る
交
流

地
域
づ
く
り
に
心
地
よ
い
汗

鹿
児
島
保
護
観
察
所
長
表
彰
を
受
賞

市
消
防
本
部
チ
ー
ム
が
２
連
覇
達
成

歳
末
助
け
合
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

吹
上
町
更
生
保
護
女
性
会

消
防
駅
伝
in
く
ま
も
と
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十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
に

か
け
て
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第

二
回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
九

州
大
会
で
三
位
と
な
っ
た
育
英
館
中

学
校
野
球
部
が
十
一
月
三
十
日
、
宮

路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
試
合
の
様
子
を
熱
心
に

質
問
し
な
が
ら
「
全
国
大
会
で
も
上

位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
森
虹
太
君
は
「
九

州
大
会
で
残
っ
た
課
題
を
克
服
し

て
、
全
国
大
会
で
も
勝
て
る
よ
う
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

育
英
館
中
学
校
は
、
三
月
二
十
五

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

妙
見
神
社
相
撲
大
会
が
十
一
月

二
十
八
日
、
同
境
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
之
里
地
域
五
自
治
会
（
吹
上
）

が
一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
こ

の
相
撲
大
会
は
、
同
神
社
の
奉
納
行

事
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で

十
九
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

肌
寒
い
秋
風
が
吹
く
中
、
ま
わ
し

姿
の
子
ど
も
た
ち
が
白
熱
し
た
取
組

を
繰
り
広
げ
、
観
客
か
ら
は
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
で
は
、
男
女
各
学
年

で
個
人
戦
や
三
人
抜
き
な
ど
を
展

開
。
中
に
は
、
一
般
の
部
に
出
場
し

た
中
学
生
も
い
て
、
ひ
と
ま
わ
り
大

き
な
選
手
相
手
に
、
力
い
っ
ぱ
い
ぶ

つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
高
校
生
の
部

で
は
、
鹿
児
島
市
内
か
ら
強
豪
校
が

参
加
、
迫
力
あ
る
取
組
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
婦
人
部
が
準
備
し
た
温
か
い

豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が
、
参
加
者
や
観

客
に
振
る
舞
わ
れ
、
体
の
中
か
ら
温

め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大

会
が
十
一
月
二
十
日
、
伊
集
院
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
大
会
は
、
少
年
剣
士
が
一
同

に
会
し
、
心
身
の
鍛
錬
と
相
互
の
親

睦
（
し
ん
ぼ
く
）
を
図
り
、
将
来
を

担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
約
百
人
の
剣

士
が
出
場
、
団
体
戦
・
個
人
戦
の
部

で
競
技
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
選
手
の
気
合
の
入
っ
た

声
が
響
き
わ
た
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

【
団
体
戦
】

小
学
校
団
体
（
初
心
者
）

　

優　

勝　

上
市
来
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

吉
利
剣
道　

小
学
校
団
体　

　

優　

勝　

伊
集
院
剣
心
館
Ａ

　

準
優
勝　

天
昌
剣
道　

中
学
団
体

　

優　

勝　

伊
集
院
剣
心
館

　

準
優
勝　

伊
集
院
中
学
校

【
個
人
戦
】

小
学
校
（
低
学
年
男
子
）

　

優　

勝　

牧
枝
和
志　
（
剣
心
館
）

　

準
優
勝　

留
盛
敬
太
朗（
上
市
来
）

小
学
校
（
低
学
年
女
子
）

　

優　

勝　

東
奈
々
加　
（
剣
心
館
）

　

準
優
勝　

久
保
絢
華　
（
住
吉
）

小
学
校
（
高
学
年
男
子
）

　

優　

勝　

上
遼
太
郎　
（
剣
心
館
）

　

準
優
勝　

古
川
征
矢　
（
天
昌
）

小
学
生
（
高
学
年
女
子
）

　

優　

勝　

瀬
戸
口
萌
果（
剣
心
館
）

　

準
優
勝　

福
永
ら
ら　
（
剣
心
館
）

中
学
生
（
男
子
の
部
）

　

優　

勝　

瀬
平
太
久　
（
剣
心
館
）

　

準
優
勝　

東
幸
太
朗　
（
伊
集
院
中
）

中
学
生
（
女
子
の
部
）

　

優　

勝　

藏
薗
美
夕
妃（
東
市
来
中
）

　

準
優
勝　

桑
木
野
紗
里（
上
市
来
中
）

小
中
学
生
が
熱
戦
！
日
ご
ろ
の
鍛
錬
成
果
を
競
う

秋
風
つ
い
て
熱
戦
を
展
開

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
九
州
大
会
三
位

第
４
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大
会

妙
見
神
社
相
撲
大
会

鹿
児
島
育
英
館
中
学
校

▲小学生高学年と中学生の優勝チーム

▲熱戦を繰り広げる子ども
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

57

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

はじめてますか？介護予防!!
～いつまでも元気な体作りを目指して～

　昨年１月、日置市在住の 65 歳以上のすべての方を対象に実施した“介護予防のための健康チェッ
ク表”を基とし、介護予防が必要と判定された方を対象に介護予防教室『いつまでも元気教室』を実
施しました。
　１０ 月～ １２ 月の３カ月間、介護予防のポイントを学び、笑いの絶えない楽しい教室となりました。

～参加者の感想～
　・�運動だけでなく、歯や食事の話も聞け、自分の歯で自分の好きな物を食べれている今は本当に幸せだと
感じた。

　・毎回楽しかった！　　・足腰の痛みが軽減した気がする。
　・洋式トイレしか使用できなかったが、和式も使えるようになった。
　・習ったことを忘れないよう継続せんな！
　・みんな初対面で初めは緊張したが、今では良い仲間です！　　など

介護なんてまだ先の事！自分には関係ない！と思っていませんか？
介護予防を始めるのに、早いも遅いもありません !! 

　　介護予防は、将来自分のありたい姿を実現するために必要な第１歩です。
　�　市では“介護予防のきっかけづくり”“自分の身体を知るための機会”として、毎年１月中旬に 65 歳以上の
方を対象に ｢介護予防のための健康チェック表｣ を配布しております。チェック表の結果を基に必要に応じて
介護予防健診や介護予防教室のご紹介をさせていただきますので、チェック表が届きましたら、記入後必ず提
出をお願いします！

介護予防
Ｌｅｔ'
ｓ

栄養

運動

口腔

う ～ !! 背 中 の
筋肉が伸びて気
持っがよか～♪

みんなで健口体操 !!
( 口腔機能向上体操 )

運動指導士の先生から、自宅でも簡
単にできる体操や、ボールを使った
運動を教えてもらいました !!

みんなで、調理実
習もしました！
これなら家でもで
きそう !!

ボールを落
とさないよ
うにしっか
り足で挟み
ましょう !!

ハイッ！

うんにゃ！

きつか～
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12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

瀨
戸
山
舞ま

乙お　

光　
　
　

上
土
橋

藤
﨑　

真ま
さ
む
ね忍　

賢　
　
　

郡
下

川
田　

真ま
さ

輝き　

朋
幸　
　

平
古

立
野　

龍
り
ゅ
う

慶け
い　

妙
香　
　

中
福
良

上
夷　

桧か
え
で楓　

雄
基　
　

猪
鹿
倉

松
元　

羅ら

一い
ち　

裕
樹　
　

清
藤

長
谷
川
美み

結ゆ
う　

隆
二　
　

天
神
馬
場

宇
治
野
詩し

庵あ
ん　

浩
一　
　

向
江
町

赤
澤　

雅ま
さ

人と　

芳
文　
　

猪
鹿
倉

永
優ゆ

き

ね

樹
音　

瑞
樹　
　

麓
東

堀
口　

陽ひ
な
た咲　

大
志
郎　

天
神
馬
場

新
名
主
智と

も

希き　

一
哉　
　

下
方
限

岡
野　

ふ
う　

光
徳　
　

妙
円
寺
九
区

山
口
愛あ

か

り

佳
里　

正
久　
　

妙
円
寺
九
区

織
田　

暁あ
き

斗と　

裕
介　
　

朝
日
ヶ
丘

二
石　

太た
い

雅が　

和
広　
　

郡
下

中
村　

祐ゆ
う
せ
い成　

健
一
郎　

銀
天
通

野
道　

悠ゆ
う
せ
い聖　

広
志　
　

妙
円
寺
九
区

久
永　

誓ち
か

良ら　

哲
平　
　

猪
鹿
倉

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

池
田　

琉る

い壱　

智
和　
　

田
之
湯

中
井　

将ま
さ

矢や　

誠　
　
　

城
之
町

佐
抜　

百も
も

果か　

憲
磨　
　

堀
内

松
田　

玲ろ
っ

花か　

修
一　
　

古
市

下
茂　

憲の
り

幸ゆ
き　

範
彦　
　

皆
田
西

新
村　

大ひ
ろ

翔と　

帯
宏　
　

田
代

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

永
倉　

徠ら
い

羽は　

勉　
　
　

緑
ヶ
丘

島
田　

代よ

絆は
ん　

孝
志　
　

西
本
町

西　
　

智と
も
ひ
ろ弘　

宏
美　
　

東
宮
内

川
添　

輝こ
う
だ
い大　

正
秋　
　

南
宮
内

川
﨑
幸こ

う

之の

介す
け　

直
人　
　

東
本
町

松
下
侑ゆ

き

ね

希
音　

晋
平　
　

苙
岡

 

12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

丸
山　

政
俊　
　

８２　

大
田
下

有
馬
ト
モ
子　
　

９０　

郡
下

笠
野　

藤
秀　
　

５２　

銀
天
通

黒
木　

範
男　
　

８４　

麦
生
田

家
村　

重
徳　
　

８４　

中
央
通

上
村　

耕　
　
　

７１　

天
神
馬
場

栫　
　

純
孝　
　

８７　

中
川

内
野　

敏
子　
　

９６　

上
之
馬
場

久
保
野
シ
ヅ　
　

９０　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区

瀨
戸　

正
文　
　

８７　

郡
内

福
田
キ
ミ
子　
　

７８　

中
神
殿

中
野　

勝
美　
　

８７　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区

笠
野　

彦
治　
　

８２　

銀
天
通

佐
藤　

順
子　
　

６０　

寺
脇

田
村　

シ
ヅ　
　

９２　

猪
鹿
倉

松
尾　
　

勲　
　

８５　

上
土
橋

藤
﨑
フ
ミ
子　
　

８６　

上
神
殿

叶　
　

忠
男　
　

７５　

立
野

東
市
来
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

平
喜
代
助　
　

９０　

駅
前

久
保　

榮　
　
　

８１　

向
湯
田

前
田　

育
夫　
　

８４　

杉
之
迫

池
田　

康
夫　
　

９０　

元
湯

德
重　

ナ
ヨ　
　

８８　

梅
木

室
屋　

畩
助　
　

９４　

丸
牧

立
和
名
ト
シ
ヱ　

７３　

鉾
之
原

大
庭　

嘉
藏　
　

８７　

皆
田
東

北
園　

民
世　
　

７９　

大
平

鉾
立
ミ
キ
ヱ　
　

９２　

皆
田
東

日
吉
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

鵜
狩
シ
ツ
エ　
　

８８　

柿
の
谷

松
村　

葊
　
　

８３　

南
区

日
髙　

葊
子　
　

７６　

諏
訪

吹
上
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

三
窪　

重
信　
　

８３　

赤
仁
田

栗
野　

信
子　
　

９２　

小
牧

三
窪　

繁　
　
　

８４　

赤
仁
田

星
﨑　

博　
　
　

８５　

小
牧

大
坪
キ
ク
ヱ　
　

９９　

下
与
倉

黒
葛　

榮
次　
　

８８　

上
与
倉

馬
籠　

弘　
　
　

８９　

湯
之
元

※
訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
ひ
お
き
12
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

Ｐ
23
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

　

誤　

家
村　

厚
子
（
７８
歳
）

　
　
　
　
　

↓

　

正　

家
村　

厚
子
（
６８
歳
）

　

東
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
伊

集
院
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
班

長
、
部
長
、
副
分
団
長
、
分
団
長
と

三
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
火

作
業
に
出
動
し
、
猛
火
を
鎮
め
人
命

財
産
の
擁
護
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
分
団
長
と
し
て
、
豊

富
な
知
識
と
経
験
に
基
づ

き
、
部
下
団
員
の
育
成
と
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
火

災
や
災
害
の
発
生
に
際
し
て

は
、
消
火
防
災
の
先
頭
に
立

ち
、
部
下
団
員
の
指
揮
に
あ

た
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

　

野
口
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
に

旧
末
吉
町
の
深
川
中
学
校
に
着
任
以

来
、
平
成
九
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で

三
十
七
年
も
の
間
、
中

学
校
や
高
校
教
諭
と

し
て
、
ま
た
県
教
育
委

員
会
な
ど
で
、
教
育
業

務
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
研
修
部

長
や
県
立
図
書
館
長
、

鹿
児
島
商
業
高
校
長

な
ど
を
務
め
、
教
育

一
途
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
の
功
労
が

認
め
ら
れ
、
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

消
防
団
に
携
わ
り
３８
年　

東　

勝
さ
ん
（
伊
集
院
）

教
育
振
興
に
尽
力　

野
口
信
太
郎
さ
ん
（
伊
集
院
）
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永
な が

井
い

　章
しょう

子
こ

さん〔６５歳〕
東市来町伊作田（平迫比良自治会）
●東市来地域女性連絡協議会会長
●東市来地域婦人団体連絡協議会会長

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
地
域
の
和
の
中
に
い
た
い

　
「
東
市
来
が
大
好
き
、
伊
作
田
が
大
好
き
、
東
市
来
は
隅
々
ま
で
知
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
秋
田
県
出
身
の
永
井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
伊
作
田
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
と
も
に
、
幼
稚
園
父
母
の
会
や
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
役
員
、昭
和
五
十
八
年
か
ら
は
、校
区
の
婦
人
会
の
副
会
長
な
ど
も
務
め
ま
し
た
。「
当

時
は
、
ま
だ
年
齢
も
若
く
、
何
も
知
ら
な
い
わ
た
し
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
優
し
く
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
、
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
好
き
な
地
域
の
た
め
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
い
ま

で
も
自
ら
仕
事
を
持
つ
傍
ら
、
東
市
来
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
や
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の

会
長
、
伊
作
田
地
区
の
婦
人
部
長
、
ま
た
地
域
の
運
動
普
及
推
進
員
な
ど
も
務
め
、
忙
し
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
母
の
会
の
活
動
で
は
、
毎
月
一
回
自
宅
近
く
の
交
差
点
で
「
お
は
よ
う
」
と
声

を
掛
け
な
が
ら
、
通
学
中
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
温
か
く
見
守
っ
て
お
り
「
あ
い
さ
つ
を

す
る
と
、
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
。
児
童
数
も
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
た
け
ど
続
け
る
こ
と
が

大
事
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
の
楽
し
み
は
「
孫
が
元
気
に
成
長
す
る
こ
と
。
今
年
の
五
月
に
は
、
五
人
目

の
孫
が
生
ま
れ
る
予
定
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
人
と
交
わ
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。
日
置
市
に
な
っ
て
活
動
の
幅
が
広
が

り
、
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
『
そ
こ
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
』
と
い
う
満
足
感
を
抱
け
る
よ
う
な
活
動
を
、
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
」

榊　拓
たく

士
と

くん（６歳６カ月）

父　満博さん　母　順子さん
（吹上町中之里）

■おかあさんから
　年長さんになってから、自転車やなわ
とびなど、できる事が増えました。
　４月からは１年生ですね。小学校でも
いろんな事に挑戦して楽しんでね。

谷山　雄
ゆう

紀
き

くん（４歳８カ月）

父　重治さん　母　徳美さん
（日吉町日置）

■おかあさんから
　いつもにこにこ元気いっぱいの雄紀く
ん。これからも、病気やけがをしないよ
う気をつけて、元気に育ってください。
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　伊集院地区公民館に 12 月から３月まで公開されている高
さ約 ４５㎝の僧侶の木像があります。この僧侶は、下谷口地
区四郎園自治会にあった梅岳寺の初代住職の舜有です。
　梅岳寺は、天文年間（1５32 ～ 1５５４ 年）に、戦国武将島津
忠良（義弘の祖父）が、舜有和尚のために創建しました。明
治の廃

はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

で廃寺になりましたが、古い石塔と仏像が残っ
ています。
　舜有は、谷山にあった皇徳寺の住職舜

しゅん

田
でん

の弟子で、とも
に学識の高さで知られていました。戦乱がひどくなり、２人
は伊集院に逃げ、小さな庵

いおり

に住んだと伝えられています。忠
良は、息子の島津本家当主貴

たかひさ

久とともに伊集院を治めるよう
になった折、舜田と舜有を学問の先生として迎えました。舜
田のために加世田に日新寺（現在の竹田神社）を、舜有のた
めに梅岳寺を創建しました。
　２人の教えを受けた忠良は、４７ 首からなる教訓歌「いろ
は歌」を作りました。「いろは歌」
は江戸時代の終わりまで、武士の
重要な教えとして唱えられ続けま
した。

『金属造形』

　

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
獣
医

に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
動

物
が
と
て
も
大
好
き
だ
か
ら
で

す
。

　

わ
た
し
の
動
物
好
き
は
、
一
年

生
に
始
ま
り
ま
す
。
春
の
一
日
遠

足
で
行
っ
た
動
物
園
で
の
思
い
出

は
、今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

動
物
た
ち
の
日
常
の
普
通
の
姿
が

と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
思
え
た
の

で
す
。
そ
の
後
は
、
テ
レ
ビ
番
組

で
動
物
の
出
産
シ
ー
ン
を
見
た

り
、
獣
医
が
懸
命
に
治
療
に
あ
た

る
場
面
を
見
た
り
す
る
う
ち
に
、

獣
医
の
仕
事
が
や
り
が
い
あ
る
と

て
も
格
好
い
い
職
で
あ
る
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

動
物
た
ち
も
人
間
と
同
じ
で

す
。
何
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
の

が
、
獣
医
に
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
一
匹
一
匹
の
動
物
を
大
切

に
し
、
苦
し
ん
で
い
る
動
物
の
立

場
を
よ
く
考
え
て
優
し
く
接
し
た

い
。
そ
ん
な
獣
医
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

伊
集
院
小
学
校
　
六
年
　
小
田
代
　
彩さ

え英
さ
ん

前之園　礼
れ お

央さん（３３歳） 吹上町今田

　高校の美術部で油絵を描いていた
ころ、方向性を変えてみようと始め
た金属造形に「こんなに面白い物が
あるんだ」と一気に金属造形の世界
に引き込まれました。現在は、吹上
中学校で美術教師をしています。使
用するのは、身近な鉄板。「丈夫で
扱いやすく、遊具感覚で親しみやす
い」と笑顔で話します。制作は「作品のテーマを決めるまでは
難しいけど、作り始めれば一気に作り上げる」また「作り上げ
る喜びを知っているからこそ、生徒にもその喜びを教えられる」
と前之園さん。これまでの赴任先では、地域おこしに少しでも
役に立てばと思い、制作したことも。「これからも、みんなに
楽しんでもらえる作品を作り続けていきたいです」
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　舜
しゅん

有
ゆう

和
お

尚
しょう

木像（伊集院地域）　

　

本庁から車で５分

動
物
の
気
持
ち
が
分
か
る
獣
医
に
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５1，６４９人�（△３０）
　男　　　2４，20９人�（△1０）
　女　　　2７，４４0人�（△２０）
世帯数　　22，５５７　�（△８）
１月１日現在（　）は前月比

東市来地域　12，６0４人
伊集院地域　2４，６1７人
日吉地域　　� ５，４５４人
吹上地域　　� ８，９７４人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「イチゴのシーズン到来！」
　待ちに待ったイチゴの収穫。真っ赤に
実ったイチゴの甘い香り漂うハウスの中
は園児や生産者の笑顔であふれていまし
た。
　　　「東市来イチゴ収穫祭」（東市来）
　　　Ｐ１３関連記事

No．６9 平成23年１月号

日置麓自治会
（日吉地域）

　
平
成
十
八
年
四
月
に
日
置
麓
・

日
置
団
地
・
櫨
木
・
植
木
の
四
集

落
が
統
合
し
て
、
新
た
に
発
足
し

た
日
置
麓
自
治
会
。
日
吉
地
域
の

中
心
部
に
位
置
し
、
平
成
二
十
三

年
一
月
現
在
で
二
百
十
二
世
帯

四
百
九
十
九
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　
近
隣
に
は
、
市
役
所
日
吉
支
所

や
日
置
小
学
校
、
日
吉
中
学
校
、

ま
た
ス
ー
パ
ー
や
日
置
診
療
所
な

ど
も
あ
り
、
住
環
境
に
恵
ま
れ
た

地
域
で
す
。

日ひ

置お
き

麓ふ
も
と

自
治
会
（
日
吉
地
域
）

活
気
に
満
ち
た
親
し
み
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域

日
置
麓
自
治
会
は
、
四
集
落
が
統

合
し
て
丸
四
年
が
経
ち
ま
す

が
、
自
治
会
活
動
は
、
月
二
回
の
会

長
と
各
集
落
長
の
打
ち
合
わ
せ
を
は

じ
め
、
各
専
門
部
（
総
務
部
、
青
少

年
育
成
部
、
壮
年
部
、
婦
人
部
、
高

齢
者
部
、
体
育
部
、
防
犯
部
）
を
中

心
に
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
、
四
月
に
開
催
す
る
自
治
会

運
動
会
は
、
近
く
の
日
置
小
学

校
体
育
館
で
実
施
、
老
若
男
女
問
わ

ず
大
勢
が
参
加
し
盛
り
上
が
り
ま

す
。

　

自
治
会
内
に
責
善
舎
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
伝
統
行
事
の
継
承
と
し
て
、

鹿
児
島
の
三
大
行
事
の
一
つ
妙
円
寺

詣
り
に
、
武
者
行
列
で
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
妙
円
寺
詣
り
の

歌
の
練
習
や
、
隊
列
を
組
ん
で
歩
く

練
習
な
ど
約
二
週
間
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
三
十
人
、
大
人

二
十
五
人
が
参
加
、
約
二
時
間
か
け

て
徳
重
神
社
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
こ

の
伝
統
は
、
絶
や
す
こ
と
な
く
守
っ

▲宮内博会長

▲敬老会は世代間交流で楽しみます

▲妙円寺詣り参加する日置責善舎

▲日置島津家の墓地（光禅寺跡）の清掃作業

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
平
成
二
十

年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
年
六

回
の
活
動
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

に
よ
る
昼
食
会
や
県
交
通
安
全
指
導

員
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
、
ま
た
世

代
間
交
流
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

の
七
夕
祭
り
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
始
め
た
活
動
と
し
て

は
、
市
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
光
禅
寺
跡
」
に
あ
る
「
日
置

島
津
家
の
墓
地
」
や
「
西
南
の
役
慰

霊
碑
」
の
清
掃
作
業
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

宝
と
し
て
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

よ
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
自
治
会
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

「
声
か
け
・
あ
い
さ
つ
」
が
基
本
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
基

本
を
大
切
に
し
、子
ど
も
か
ら
大
人
、

高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
親

し
み
の
あ
る
地
域
に
し
た
い
で
す
。


